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（
お
つ
と
め
）

小
経

爾
時
佛
告
長
老
舍
利
弗
、

從
是
西
方
過
十
萬
億
佛
土
有
世
界
、
名
曰
極
樂
。

其
土
有
佛
、
號
阿
彌
陀
。

今
現
在
説
法
。

舍
利
弗
、
彼
土
何
故
名
爲
極
樂
。

其
國
衆
生
、
無
有
衆
苦
、
但
受
諸
樂
。
故
名
極
樂
。

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

願
以
此
功
徳

平
等
施
一
切

同
発
菩
提
心

往
生
安
楽
国
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（
過
去
の
提
要
と
判
決
）

昭
和1

4

年
度

資
料
提
供

井
上
敬
信
さ
ん

綜

理
：
湯
次

了
榮

勧
学

本
講
師
：
梅
原

真
隆

勧
学

講
題
：『
』

典

議
：
増
山

顕
珠

司
教

論
題
提
要

○
指
方
立
相

【
題
意
】

彌
陀
淨
土
の
方
処
如
何
を
論
究
せ
ん
と
す
る
に
あ
り
。
從
つ
て
ま
た
極
樂
の
荘
厳
相
に
も
論
及
す
る
所
あ
る
べ

し
。

【
論
点
】

（
一
）
先
づ
指
方
立
相
と
い
ふ
言
葉
の
出
據
及
び
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
次
に
正
し
く
淨
土
の
方
處
を
示

し
た
ま
へ
る
經
釋
の
明
文
を
示
せ
。

（
二
）
西
方
及
び
十
萬
億
土
の
意
義
如
何
。
ま
た
七
寶
樹
林
等
の
淨
土
の
莊
嚴
相
の
意
義
如
何
。

（
三
）
淨
土
論
の
究
竟
如
虚
空
廣
大
無
邊
際
、
及
び
安
樂
集
の
境
次
相
接
の
文
意
如
何
。

○
指
方
立
相

此
の
論
題
は
當
世
の
人
の
屢
々
疑
問
と
し
て
提
出
す
る
所
な
る
が
故
に
敎
家
と
し
て
は

之
に
對
し
て
現
代

人
と
し
て
充
分
に
首
肯
せ
し
む
る
に
足
る
解
答
を
用
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

先
づ
指
方
立
相
な
る
熟
語
は
何
れ
の
聖
敎
に
出
づ
る
や
、
此
の
言
葉
の
持
つ
本
來
の
意
義
如
何
を
明
ら
か
に

な
し
置
く
必
要
あ
り
。

次
に
正
し
く
淨
土
の
方
處
及
び
莊
嚴
相
を
示
し
た
ま
へ
る
經
釋
の
明
文
を
列
擧
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
此
の
點

に
關
し
て
は
勿
論
宗
祖
及
び
蓮
師
が
聖
敎
の
上
に
如
何
に
示
し
た
ま
ふ
て
あ
る
か
を
も
窺
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

次
に
西
方
と
は
何
時
何
所
か
ら
何
を
標
準
と
し
て
何
れ
の
方
角
を
指
し
て
西
方
と
い
ひ
し
も
の
な
り
や
、
西

方
と
は
如
何
な
る
意
味
な
り
や
。
ま
た
彌
陀
如
來
は
何
故
に
殊
に
西
方
に
淨
土
を
建
立
し
た
ま
ひ
し
や
。

十
萬
億
土
と
は
如
何
な
る
計
數
に
よ
る
も
の
な
り
や
、
ま
た
そ
の
意
義
如
何
。
ま
た
自
然
懈
慢
界
の
所
在
と

も
關
連
し
て
論
ぜ
ら
る
ゝ
に
至
る
べ
し
。

淨
土
の
莊
嚴
相
に
就
て
も
世
人
の
種
々
理
解
し
難
き
點
あ
る
べ
し
、
例
せ
ば
七
寶
樹
林
の
如
き
、
金
銀
等
の

七
寶
に
よ
つ
て
成
れ
る
樹
林
と
は
如
何
な
る
樹
林
な
り
や
、
恐
ら
く
世
人
の
理
解
し
難
き
所
な
る
べ
し
、
之
は

單
な
る
形
容
又
は
象
徴
な
り
と
理
解
し
て
差
支
へ
な
き
や
、
若
し
爾
ら
ば
大
經
の
他
の
何
れ
の
文
も
若
し
理
解

し
難
き
點
あ
る
と
き
は
適
當
に
そ
の
意
義
を
酌
ん
で
解
釋
す
る
も
差
支
へ
な
し
と
す
る
や
、
こ
ゝ
に
も
重
要
な

る
研
究
論
點
あ
る
べ
し
。

西
方
十
萬
億
土
の
淨
土
と
い
へ
ば
邊
際
あ
る
が
如
し
、
然
る
に
淨
土
論
に
は
究
竟
如
虚
空
廣
大
無
邊
際
と
曰

ふ
、
二
者
の
間
相
違
す
る
に
は
非
ざ
る
か
、
如
何
に
理
解
し
て
よ
ろ
し
き
や
。

安
樂
集
に
境
次
相
接
と
云
へ
る
意
義
如
何
、
彼
の
文
と
西
方
十
萬
億
土
と
如
何
に
調
和
さ
る
べ
き
や
。

｢

指
方
立
相｣

判
決

◎
指
方
立
相

七
月
十
九
日
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判
決

本
講
師
勧
學

梅
原
和
上

(

一)
言
葉
の
出
據
。
指
方
立
相
の
語
の
出
據
は
定
善
義[

廿
四
丁]

又
今
此
観
門
等
唯
指
方
立
相
住
心
而
取
境
文

其
他
類
文
は
論
者
の
指
示
に
て
可
で
あ
る
。

(

二)

言
葉
の
意
義
。
指
方
立
相
は
指
示
方
處
、
辨
立
相
状
に
し
て
釋
尊
が
極
樂
の
方
處
を
西
方
な
り
と
指
示
し

三
種
莊
嚴
を
辨
立
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
れ
が
定
善
義
の
當
面
の
義
意
で
あ
る
。
而
し
て
釋
尊
の
指
示
辨
立

の
根
底
に
は
弥
陀
の
指
定
西
方
建
立
相
状
の
義
意
は
存
す
る
の
で
あ
る
安
樂
集
下[

十
四
丁]

於
時
法
藏
願
取
西

方
、
成
佛
今
現
在
彼
文
こ
れ
で
あ
る
。
蓋
し
弥
陀
の
誓
願
は
凡
夫
を
正
所
被
と
し
た
ま
ふ
故
に
憶
念
し
易
き
や

う
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(

三)

淨
土
の
方
處
。
淨
土
の
方
處
を
示
し
た
ま
へ
る
経
釋
の
明
文
は
、
経
文
に
て
は
大
経
上
巻[

二
十
二
丁]

今

已
成
佛
現
在
西
方
小
経
に
て
は
從
是
西
方
過
十
万
億
佛
土
有
世
界
名
曰
極
樂
文
釋
文
に
て
は
定
善
義[

二
十
丁]

即
向
静
處
面
向
西
方
、
法
事
讃
下[

四
丁]
如
來
別
指
西
方
國
、
禮
讃[

廿
八
丁]

在
西
時
現
小
、
安
樂
集
下[

十

五
丁]

是
故
法
藏
菩
薩
願
成
佛
在
西
悲
接
衆
生
文
此
等
の
聖
文
に
依
っ
て
淨
土
の
方
處
が
西
方
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

(

四)

西
方
の
意
義
。
西
方
は
上
に
述
べ
た
る
が
如
く
方
處
を
指
す
も
の
で
東
西
南
北
の
西
方
を
指
す
も
の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
萬
人
の
知
悉
す
る
西
方
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
西
方
を
象
徴
と
解
し
て
五
行
に
配
し
五
方

に
配
す
る
如
き
は
今
は
取
ら
な
い
如
何
と
な
れ
ば
西
方
を
象
徴
化
す
る
如
き
は
一
文
不
知
の
凡
愚
に
適
さ
せ
る

の
で
あ
る
。
西
方
は
從
是
西
方
と
あ
る
が
如
く
吾
等
所
住
の
閻
浮
提
を
基
点
と
し
て
指
示
せ
る
も
の
從
っ
て
當

時
の
世
間
悉
檀
た
る
須
弥
山
説
に
於
て
談
し
た
も
の
で
あ
る
、
從
っ
て
地
動
説
を
以
つ
て
直
ち
に
須
弥
山
説
に

會
釋
せ
ん
と
す
る
如
き
は
妥
當
で
は
な
い
。
然
ら
ば
地
動
説
の
常
識
に
養
は
れ
た
る
も
の
が
須
弥
山
説
の
從
是

西
方
を
如
何
に
理
解
す
べ
き
か
そ
れ
は
安
樂
集
下[

十
五
丁]

已
下
に
示
す
が
如
く
日
沒
處
と
い
ふ
地
理
的
指
示

に
即
し
て
心
理
的
方
處
を
味
う
可
き
で
あ
る
。
禮
讃[

四
丁]

須
面
向
西
方
者
最
勝
如
樹
先
傾
倒
必
隨
曲
故
必
有

事
碍
不
及
向
西
方
伹
作
向
西
想
亦
得
と
あ
り
此
文
の
意
で
あ
る
。

(

五)

十
万
億
土
の
意
。
十
万
億
土
と
い
ふ
は
遠
し
と
い
ふ
意
味
に
非
ず
し
て
近
し
と
い
ふ
意
で
あ
る
、
從
っ
て

十
万
億
佛
土
は
釈
迦
所
化
の
國
土
を
象
徴
す
る
も
の
で
、
即
ち
梵
網
經
の
蓮
華
藏
世
界
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

る
。
安
樂
集
の
境
次
相
接
は
單
に
境
界
相
接
と
の
み
局
限
せ
ず
境
域
相
接
と
解
す
も
可
で
所
謂
去
此
不
遠
の
意

で
あ
る
。
十
万
億
と
い
ふ
は
最
爯
た
る
凡
夫
の
数
的
観
念
を
以
て
せ
は
驚
嘆
す
へ
き
数
字
な
れ
ど
も
全
法
界
を

達
観
し
た
ま
ふ
聖
者
の
数
的
観
念
に
て
は
近
距
離
を
示
す
も
の
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。

(

六)

七
宝
樹
林
等
浄
土
の
莊
嚴
相
の
意
義
。
一
言
に
し
て
覆
へ
ば
聖
な
る
宗
敎
的
價
値
の
表
現
で
、
凡
愚
に
理

解
し
易
か
ら
し
め
ん
が
爲
に
凡
愚
の
尊
重
す
る
價
値
意
識
を
通
し
て
表
現
し
た
ま
ふ
た
も
の
で
全
く
如
來
善
巧

の
表
現
で
あ
る
。
小
経
に
極
樂
の
宝
鳥
を
説
き
て
汝
勿
謂
此
鳥
、
実
是
罪
報
所
生
と
戒
め
阿
弥
陀
佛
欲
令
法
音

宣
流
変
化
所
作
と
顕
示
し
た
ま
ふ
こ
の
御
指
示
に
基
き
て
莊
嚴
相
を
理
解
す
可
き
で
あ
る
。

(

七)

有
辺
と
無
辺
。
浄
土
は
真
空
妙
有
の
実
在
で
廣
略
相
入
の
妙
境
界
で
あ
る
、
是
を
真
空
の
側
よ
り
す
れ
ば

略
内
一
法
句
で
、
あ
ら
ゆ
る
相
と
あ
ら
ゆ
る
辺
の
ま
ゝ
即
ち
無
相
无
辺
で
あ
る
。
是
を
妙
有
の
側
よ
り
す
れ
ば

三
種
莊
嚴
を
そ
な
へ
た
る
有
相
の
浄
土
、
こ
の
有
相
の
浄
土
は
辺
即
无
辺
、
無
辺
即
辺
の
妙
境
界
に
し
て
即
ち

有
辺
の
側
よ
り
す
れ
ば
禮
讃
に
在
西
示
現
小
と
釈
し
た
ま
ふ
如
く
、
こ
れ
を
无
辺
の
側
よ
り
す
れ
ば
浄
土
論
に

廣
大
無
辺
際
と
釋
し
た
ま
ふ
が
如
く
で
あ
る
。
因
み
に
浄
土
と
娑
婆
と
の
對
立
を
窺
ふ
如
き
は
在
西
示
現
小
の

立
場
に
於
て
す
べ
く
、
無
相
无
辺
の
一
法
句
有
相
無
辺
の
浄
土
観
に
於
て
こ
れ
を
檢
討
す
る
こ
と
は
妥
當
で
な

い
。

(

八)

宗
祖
指
方
立
相
を
強
調
せ
ざ
る
理
由
。
一
は
往
生
浄
土
の
実
践
法
の
展
開
に
関
係
し
、
二
は
往
生
即
成
佛

の
敎
義
を
闡
明
す
る
こ
と
、
三
は
報
土
に
眞
假
を
分
別
す
る
こ
と
第
一
は
善
導
は
往
生
の
た
め
に
願
行
を
重
視
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し
凡
夫
の
願
生
の
對
境
と
し
思
想
し
憶
念
し
や
す
き
指
方
立
相
の
浄
土
を
重
視
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
高
祖
は

欲
生
中
心
の
願
行
を
展
開
し
て
信
樂
中
心
の
信
心
を
高
調
し
願
は
信
の
義
別
と
し
て
統
収
し
現
前
の
名
號
を
信

受
す
る
處
自
ら
浄
土
を
要
期
す
る
願
の
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
は
聖
人
は
念
佛
往
生
の
敎
義

を
承
け
て
念
佛
成
佛
の
敎
義
を
展
開
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
證
巻
眞
佛
土
巻
に
は
そ
の
意
を
中
心
と
し
て
示
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
第
三
は
唯
指
方
立
相
を
強
調
す
る
と
き
は
眞
假
の
分
別
が
混
乱
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
報
土

中
に
眞
土
と
化
土
と
が
あ
っ
て
化
土
に
は
あ
ら
す
無
量
光
明
土
の
真
実
報
土
で
あ
る
こ
と
を
示
す
そ
れ
故
指
方

立
相
を
強
調
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上

昭
和6

1

年
度

綜

理
：
瓜
生
津
隆
雄

勧
学

本
講
師
：
武
内

紹
晃

勧
学

講
題
：『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』

典

議
：
秀
野

大
衍

司
教

会
読
論
題
提
要

(

四)

指
方
立
相

一
、
題
意

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
方
処
を
西
方
と
指
し
、
浄
土
の
荘
厳
相
を
立
て
ら
れ
た
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

二
、
出
拠

「
定
善
義
」
そ
の
他

三
、
釈
名

指
方
立
相
の
名
義

四
、
義
相

(1)

浄
土
建
立
の
意
義

(2)

無
相
離
念
と
立
相
住
心

(3)

辺
即
無
辺
と
相
即
無
相

(4)

こ
の
論
題
の
所
顕

「
指
方
立
相
」
判
決

(

一)

題
意

浄
土
の
方
処
を
西
方
と
指
し
、
三
厳
二
十
九
種
の
荘
厳
相
を
立
て
ら
れ
た
こ
と
を
と
お
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の

浄
土
の
義
意
を
明
ら
か
に
す
る
。

(

二)

出
拠

ま
ず
名
目
の
明
ら
か
な
出
拠
を
あ
げ
れ
ば
、『
観
経
疏
』「
定
善
義
」
像
観
の
釈(

『
真
聖
全
』
一
–
五
一
九)

に今
此
観
門
、
等
唯
指
方
立
相
住
心
而
取
境
。
総
不
明
無
相
離
念
也
。
如
来
懸
知
末
代
罪
濁
凡
夫
立
相
住
心
尚
不

能
得
。
何
況
離
相
而
求
事
者
、
如
似
無
術
通
人
居
空
立
舎
也
。

と
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
法
事
讃
』(

一
–
五
六
七)

に
は
『
大
経
』
の
「
現
在
西
方
去
此
十
萬
億
刹
」(

『
浄

真
聖
』
三
四
、『
真
聖
全
』
一
－
一
五
」)

と
説
か
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
「
直
指
西
方
十
万
億
刹
」
と
い
わ
れ
、
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ま
た
『
小
経
』
に
「
従
是
西
方
過
十
萬
億
仏
土
」(

一
五
〇,

一
–
六
七)

と
説
か
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
「
如
来

別
指
西
方
国
」(

一
–
五
八
九)

と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

(

三)

釈
名

釈
尊
に
約
し
て
い
え
ば
、｢

指｣

は
指
示
、｢

方｣

は
方
処
、｢

立｣

は
弁
立
、｢

相｣

は
相
状
を
い
い
、
釈
尊
が｢

西

方｣

と
い
う
方
処
を
指
し
て
、
極
楽
の
荘
厳
相
を
教
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
阿
弥
陀
仏
に
約
せ

ば
、｢

指｣

は
指
定
、｢

方｣
と
は
方
処
、｢

立｣

は
建
立
、｢

相｣

は
相
状
と
見
ら
れ
る
。
即
ち
阿
弥
陀
仏
が
、
娑
婆

か
ら
い
っ
て
西
方
と
い
う
方
処
を
指
定
し
て
、
極
楽
世
界
を
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
。
な
お
、「
定
善
義
」

の
像
観
の
文
の
当
分
は
、
釈
尊
に
約
し
て
指
方
立
相
を
語
ら
れ
て
い
る
が
、『
安
楽
集
』(

一
–
四
二
六)

に
「
法

蔵
菩
薩
願
取
西
方
成
仏
今
現
在
彼
」
と
い
わ
れ
た
も
の
は
、
弥
陀
に
約
し
て
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

(

四)

義
相

(

イ)

無
相
離
念
と
立
相
住
心

「
定
善
義
」
像
観
の
釈(

一
–
五
一
八)

に
よ
れ
ば
、
当
時
、
摂
論
宗
等
の
諸
師
は
、『
観
経
』
所
説
の
法
界

身
を
法
身
と
み
、
そ
の
教
説
を
、
唯
識
法
身
観
と
か
、
自
性
清
浄
仏
性
観
と
い
っ
た
無
相
離
念
の
観
法
を
明
す

も
の
と
み
な
し
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
善
導
大
師
は
『
観
経
』
の
観
門
は
、
末
代
罪
濁
の
凡
夫
の
為
に

説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、西
方
に
荘
厳
成
就
さ
れ
た
有
相
の
浄
土
を
観
ず
る
事
観
を
説
く
も
の
で
あ
っ
て
、

決
し
て
無
相
離
念
の
理
観
を
明
す
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
指
方
立
相
と
い
う
語
を
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
指
方
立
相
と
い
う
用
語
は
、
観
門
か
ら
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
義
は
広
く
、
阿
弥
陀

仏
の
浄
土
の
性
格
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
『
法
事
讃
』(

一
–
五
八
九)

に
、『
大
経
』
や
『
小
経
』
の
「
従
是
西
方
」
の
文
を
釈
し
て

一
切
仏
土
皆
厳
浄
、
凡
夫
乱
想
恐
難
生
。

如
来
別
指
西
方
国
。
従
是
超
過
十
万
億
。
七
宝
荘
厳
最
為
勝
。

と
い
い
、
釈
尊
は
常
に
西
方
と
い
う
方
処
を
指
定
し
て
、
浄
土
の
荘
厳
相
を
説
か
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
た
も
の

が
、
そ
の
意
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
、
一
般
に
指
方
立
相
と
い
う
説
き

方
が
な
さ
れ
て
い
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
西
方
と
い
う
一
定
の
方
処
を
さ
し
て
、
七
宝
荘
厳
の
有

相
の
浄
土
と
し
て
説
か
れ
た
の
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
、
本
来
、
辺
即
無
辺
、
無
辺

即
辺
の
浄
土
で
あ
る
が
、
有
相
に
執
ず
る
凡
夫
の
情
に
応
じ
て
、
無
辺
を
全
う
じ
た
辺
の
側
で
応
じ
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
『
礼
讃
』(

一
–
六
七
〇)

に
は

已
成
窮
理
聖
真
有
徧
空
威
在
西
時
現
小
但
是
暫
随
機

と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
真
如
法
性
を
全
顕
し
て
、
虚
空
に
遍
満
す
る
よ
う
な
、
無
辺
の
徳
を
成
就
さ
れ

た
阿
弥
陀
仏
は
、
有
相
に
執
ず
る
凡
夫
を
救
う
為
に
、
無
辺
を
全
う
じ
た
有
辺
有
相
の
側
で
機
に
応
ぜ
ら
れ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
わ
れ
る
「
現
小
」
と
は
、
有
相
有
辺
を
示
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
暫
」
と
は
、

「
暫
用
還
廃
」
の
義
で
は
な
く
、
根
本
無
分
別
智
に
対
す
る
、
無
分
別
後
得
智
の
義
意
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

(

ロ)

辺
無
辺
不
二

『
大
経
』
や
『
小
経
』
に
は
、「
従
是
西
方
」
と
方
処
を
限
定
し
て
浄
土
を
説
か
れ
て
い
る
が
、『
浄
土
論
』

に
は
量
功
徳
を
明
し
て
「
究
竟
如
虚
空

広
大
無
辺
際
」
と
、
浄
土
を
無
辺
際
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
経
と

論
と
の
浄
土
の
説
相
の
相
違
は
、
本
来
浄
土
は
、
辺
即
無
辺
、
無
辺
即
辺
な
る
あ
り
よ
う
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
く
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
こ
と
を
『
論
註
』
浄
入
願
心
章(

一
–
三
三
六)

に
は
、
広
略
相
入
を
も
っ
て
明
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
浄

土
は
真
如
法
性
を
、
大
悲
の
願
行
を
も
っ
て
全
性
修
起
し
た
世
界
で
あ
る
。
そ
の
法
性
の
側
を
略
門
平
等
と
よ

び
、
修
徳
顕
現
せ
ら
れ
た
事
相
の
荘
厳
相
を
広
門
と
い
う
。
仏
身
で
い
え
ば
、
前
者
を
法
性
法
身
、
後
者
を
方

便
法
身
と
い
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
法
性
法
身(

略
門)

に
よ
っ
て
方
便
法
身(

広
門)

が
成
立
し
、
方
便
法
身(

広

門)

に
よ
っ
て
法
性
法
身
の
徳
が
具
現
す
る
と
い
う
。
由
生
由
出
の
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
法

性
と
方
便
、
略
門
と
広
門
は
不
一
不
異
で
あ
っ
て
縦
の
前
後
で
な
く
横
に
相
即
し
て
い
る
。
か
く
て
浄
土
は
、

広
略
相
入
し
て
、
辺
無
辺
不
二
な
る
第
一
義
諦
妙
境
界
相
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
如
来

浄
土
の
あ
り
方
を
宗
祖
は
『
唯
信
鈔
文
意
』(

八
〇
三,

二
－
六
三
〇)

に

こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
は
し
て
方
便
法
身
と
ま
う
す
、
そ
の
御
す
が
た
に
法
蔵
比
丘
と
な
の
り
た

ま
ひ
て
不
可
思
議
の
四
十
八
の
大
誓
願
を
お
こ
し
あ
ら
は
し
た
ま
ふ
な
り(

中
略)

こ
の
如
来
す
な
は
ち
誓
願
の

業
因
に
む
く
い
た
ま
ひ
て
報
身
如
来
と
ま
う
す
な
り
、
す
な
は
ち
阿
弥
陀
如
来
と
ま
う
す
な
り
。

と
い
い
、
有
辺
有
相
の
如
来
・
浄
土
は
、
衆
生
を
摂
取
す
る
為
に
一
如
た
る
法
性
法
身
が
垂
名
示
現
さ
れ
た
す

が
た
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
無
辺
を
全
う
じ
て
辺
を
示
現
し
、
無
相
を
全
う
じ
て
相
を
示
現
す
る
の
は
、
有
相
の
執
を
離
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
凡
夫
を
招
引
す
る
為
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
仏
は
、
無
辺
を
全
う
じ
た
辺
の
側
で
、
衆
生
に

応
じ
て
願
生
を
よ
び
か
け
、
衆
生
は
、
有
辺
の
浄
土
を
願
生
し
、
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
、
自
然
に
辺
即
無
辺
に

契
わ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(

ハ)

こ
の
論
題
の
所
顕

『
大
経
』
や
『
小
経
』
に
西
方
に
七
宝
を
も
っ
て
荘
厳
さ
れ
た
極
楽
浄
土
あ
り
と
説
か
れ
た
こ
と
を
、
単
な

る
「
た
と
え
話
」
の
如
く
受
け
取
ら
れ
る
嫌
い
が
あ
る
。
し
か
し
『
論
』『
論
註
』
に
明
ら
か
に
お
示
し
頂
い

た
よ
う
に
、
根
本
無
分
別
智
た
る
法
性
法
身
か
ら
示
現
せ
ら
れ
た
方
便
法
身
、
即
ち
、
無
分
別
後
得
智
の
世
界

と
し
て
、
清
浄
世
間
智
の
行
境
で
あ
り
、
ま
さ
に
、
真
実
功
徳
の
顕
現
態
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

平
成5

年
度

綜

理
：
赤
山

得
誓

勧
学

本
講
師
：
仲
尾

俊
博

勧
学

講
題
：『
観
経
玄
義
分
』

典

議
：
山
田

行
雄

司
教

会
読
論
題
提
要

二
、
指
方
立
相

〔
題
意
〕

阿
弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
に
つ
い
て
、
経
典
に
説
か
れ
る
西
方
の
意
義
と
浄
土
の
相
の
説
意
を
う
か
が
い
、
浄
土

教
の
本
義
を
明
ら
か
に
す
る

〔
出
拠
〕

『
定
善
義
』『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』『
安
楽
集
』

〔
釈
名
〕

｢

指｣｢

方｣｢

立｣｢

相｣

〔
論
点
〕

①
西
方
の
意
義

②
過
十
万
億
仏
土
の
問
題
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③
仏
国
土
の
表
現

④
浄
土
建
立
の
意
義

⑤
無
相
離
念
と
立
相
住
心

「
指
方
立
相
」
判
決

一
、
題
意

阿
弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
に
つ
い
て
、
経
典
に
説
か
れ
る
西
方
の
意
義
と
浄
土
の
相
の
説
意
を
う
か
が
い
、
浄

土
教
の
本
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

二
、
出
拠

①
『
定
善
義
』

②
『
無
量
寿
経
』

③
『
観
無
量
寿
経
』

④
『
阿
弥
陀
経
』

⑤
『
安
楽
集
』

等

三
、
釈
名

指
方
立
相
の
釈
名
に
つ
い
て
は
、
釈
尊
と
阿
弥
陀
仏
と
の
立
場
に
よ
っ
て
異
な
る
。
釈
尊
に
約
せ
ば
、｢

指｣

と

は
指
示
、｢

方｣

と
は
方
処
、｢

立｣

と
は
弁
立
、｢

相｣

と
は
相
状
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
釈
尊
が
西
方
と
い
う
方

処
を
指
示
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
荘
厳
相
を
教
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
次
に
阿
弥
陀
仏
に
約
せ
ば
、

｢

指｣

と
は
指
定
、｢

方｣

と
は
方
処
、｢

立｣

と
は
建
立
、｢

相｣

と
は
相
状
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
阿
弥
陀
仏
が
、

此
土
か
ら
い
っ
て
西
方
と
い
う
方
処
を
指
定
さ
れ
て
浄
土
を
建
立
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
い
う
。

そ
こ
で
、『
定
善
義
』
像
観
の
「
等
唯
指
方
立
相
住
心
而
取
境
云
々
」
の
文
は
、
釈
尊
に
約
し
て
指
方
立
相

が
語
ら
れ
て
あ
り
、『
安
楽
集
』
に
『
大
経
』
の
法
蔵
発
願
の
文
を
取
意
す
る
な
か
、「
法
蔵
菩
薩
願
取
西
方
成

仏
、
今
現
在
彼
」
と
あ
る
の
は
、
弥
陀
に
約
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
義
相

(

一)

西
方
の
意
義
に
つ
い
て

こ
こ
で
い
う
「
西
方
」
と
は
、
東
西
南
北
四
維
中
の
西
方
で
あ
っ
て
、
方
処
を
指
す
の
で
あ
る
。
浄
土
は

『
阿
弥
陀
経
』
に
「
従
是
西
方
」
と
あ
る
ご
と
く
、
閻
浮
提
を
基
点
と
し
指
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
須
弥
山
説

に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
天
動
説
に
よ
る
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
地
動
説
を
常
識
と
す
る

現
代
人
に
と
っ
て
、
従
是
西
方
を
い
か
に
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
『
安
楽
集
』
に
「
以
閻
浮
提

云
日
出
處
名
生
没
處
名
死
、
︙
中
略
︙
是
故
法
蔵
菩
薩
願
成
仏
在
西
悲
接
衆
生
」
と
あ
る
ご
と
く
、
日
の
没
す

る
処
と
い
う
地
理
的
方
処
に
即
し
て
、
宗
教
的
方
処
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。『
往
生
礼
讃
』
前
序
に
「
須
面

向
西
方
者
最
勝
、
如
樹
先
傾
倒
必
隨
曲
、
故
必
有
事
礙
不
及
向
西
方
、
但
作
向
西
想
亦
得
。」
と
あ
る
が
、
こ

の
文
は
西
方
を
宗
教
的
に
受
け
止
め
る
こ
と
を
教
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、『
浄
土
論
』
に
は
浄
土
に
つ
い
て
「
究
竟
如
虚
空
広
大
無
辺
際
」
と
あ
る
。
ま
た
『
論
註
』
に

は
「
此
浄
土
隨
順
法
性
不
乖
法
本
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
無
相
無
辺
と
説
く
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
浄
土
に
つ
い
て
、
無
相
無
辺
と
西
方
の
荘
厳
国
土
と
の
問
題
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
真
如
法
性
と
願

心
荘
厳
の
関
係
で
あ
る
。『
論
註
』
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
真
如
法
性
を
略
と
し
、
願
心
荘
厳(

三
厳
二
十
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九
種)
を
広
と
し
て
、
広
略
相
入
を
語
る
の
で
あ
る
。
そ
の
説
明
と
し
て
、『
論
註
』
は
略
を
法
性
法
身
と
し
、

広
を
方
便
法
身
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
由
生
由
出
、
不
一
不
異
と
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
釈
義
は
、
法
性
法
身
と

方
便
法
身
は
竪
の
前
後
で
な
く
、
横
の
相
即
を
語
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
思
う
に
、
浄
土
は
、
無

方
即
方
、
方
即
無
方
で
あ
り
、
無
相
即
相
、
相
即
無
相
で
あ
る
。

た
だ
し
、
方
即
無
方
、
相
即
無
相
の
知
見
は
、
悟
り
の
世
界
の
所
見
で
あ
り
、
迷
界
の
衆
生
に
お
い
て
は
、

但
方
・
但
相
で
あ
る
。
こ
の
迷
界
の
衆
生
の
但
方
・
但
相
の
迷
見
に
対
し
て
、
方
即
無
方
の
方
と
、
相
即
無
相

の
相
で
応
じ
る
の
が
指
方
立
相
の
立
場
で
あ
る
。
よ
っ
て
衆
生
が
但
方
・
但
相
の
迷
見
で
も
っ
て
、
西
方
浄
土

に
願
生
し
て
も
、
そ
の
方
・
相
が
、
方
即
無
方
で
あ
り
、
相
即
無
相
の
方
・
相
で
あ
る
か
ら
、
無
量
光
明
土
へ

の
往
生
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
論
理
を
語
る
の
が
『
論
註
』
の
氷
上
燃
火
の
釈
で
あ
ろ
う
。

(

二)

過
十
万
億
仏
土
の
問
題

『
大
経
』
に
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
つ
い
て
「
去
此
十
万
億
刹
」
と
あ
り
、『
小
経
』
に
は
「
過
十
万
億
仏

土
」
等
と
あ
る
。
だ
が
『
観
経
』
に
は
、「
去
此
不
遠
」
と
い
っ
て
あ
る
。『
大
経
』『
観
経
』
に
は
数
量
を
示

し
て
い
る
の
は
、
浄
土
と
娑
婆
世
界
の
隔
歴
を
い
わ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
十
万
億
仏
と
は
、
釈
尊
全

分
身
の
教
化
の
世
界
で
あ
る
と
の
説
も
あ
る
。

『
観
経
』
の
「
去
此
不
遠
」
に
つ
い
て
は
、「
序
分
義
」
に
三
義
を
出
し
て
あ
る
。
第
一
義
は
分
斉
に
つ

い
て
い
う
の
で
あ
る
。
十
万
億
仏
土
と
い
え
ば
凡
夫
は
遠
き
思
い
を
持
つ
が
、
無
辺
際
の
仏
事
と
対
比
す
れ
ば

遠
か
ら
ず
で
あ
る
と
い
う
。
第
二
義
は
距
離
的
に
遠
い
と
い
う
が
、
往
生
す
る
時
間
は
一
念
の
時
で
あ
り
、
屈

伸
臂
頃
で
あ
り
、
時
間
的
に
遠
か
ら
ず
で
あ
る
と
い
う
。
第
三
義
は
、
浄
土
は
観
見
可
能
な
所
で
あ
る
か
ら
遠

か
ら
ず
と
示
す
の
で
あ
る
。
因
に
、
第
一
義
は
『
大
経
』『
小
経
』
に
よ
り
、
第
二
義
は
『
観
経
』
散
善
に
よ

り
、
第
三
義
は
『
観
経
』
定
善
の
立
場
よ
り
の
解
釈
で
あ
る
。

「
過
十
万
億
仏
土
」
の
「
過
」
は
超
過
の
義
と
通
過
の
義
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
此
土
に
対
す
る
彼
土
を
指
す

の
で
あ
る
。

(

三)

仏
国
土
の
表
現

阿
弥
陀
仏
の
国
土
の
表
現
に
つ
い
て
は
諸
の
経
論
釈
に
種
々
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
大
経
』
は
『
安
楽
』、

『
観
経
』・『
小
経
』
は
「
極
楽
」
の
語
が
多
い
。
し
か
る
に
宗
祖
の
聖
教
の
上
に
、
宗
祖
の
言
葉
と
し
て
は
「
極

楽
」
の
語
を
見
る
の
は
僅
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
意
識
的
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
感
が
あ
る
。
そ
の
理
由
を
窺

う
に
、『
小
経
』
に
「
極
楽
」
を
解
釈
し
て
「
彼
土
何
故
名
為
極
楽
、
其
国
衆
生
、
無
有
衆
苦
、
但
受
諸
楽
、

故
名
極
楽
」
と
あ
る
。
当
時
の
人
々
の
な
か
に
は
、「
諸
の
楽
の
み
を
受
く
」
と
あ
る
の
を
誤
解
し
て
、
自
己

の
欲
望
の
充
足
の
可
能
な
世
界
と
し
て
浄
土
願
生
の
思
い
を
持
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。宗
祖
は
こ
の
非
と
、

ま
た
そ
の
よ
う
な
誤
解
を
さ
れ
ぬ
た
め
で
あ
ろ
う
。『
真
仏
土
巻
』
に
は
「
謹
按
真
仏
土
者
、
仏
者
則
是
不
可

思
議
光
如
来
、
土
者
亦
是
無
量
光
明
土
也
。」
と
い
い
切
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
を
思
念
す
べ
き
で
あ
る
。

(

四)

浄
土
建
立
の
意
義
に
つ
い
て

『
大
経
』
に
法
蔵
菩
薩
の
願
心
を
述
べ
て
「
令
我
於
世
速
成
正
覚
、
抜
諸
生
死
勤
苦
之
本
」
と
あ
る
が
、
そ

の
願
心
の
具
体
的
発
動
が
浄
土
建
立
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、『
安
楽
集
』
は
、「
為
欲
成
就
衆
生
故
願

取
仏
国
」
と
い
い
、
ま
た
「
法
蔵
菩
薩
願
成
仏
在
西
悲
接
衆
生
」
と
い
う
。
浄
土
建
立
の
意
義
は
、
ま
さ
に
衆

生
を
成
仏
せ
し
め
ん
た
め
で
あ
る
。
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(
五)
無
相
離
念
と
立
相
住
心
に
つ
い
て

「
定
善
義
」
第
八
像
観
の
釈
義
に
よ
れ
ば
、
そ
の
当
時
の
諸
師
は
『
観
経
』
所
説
の
法
界
身
を
法
身
と
み
て
、

そ
の
経
説
を
「
唯
識
法
身
観
」
の
立
場
よ
り
、
ま
た
は
「
自
性
清
浄
仏
性
観
」
の
立
場
よ
り
こ
れ
を
解
釈
し
て
、

『
観
経
』
の
観
法
を
無
相
離
念
の
理
観
を
説
く
も
の
と
み
な
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
善
導
大
師
は
、『
観
経
』

所
説
の
観
門
は
末
代
罪
濁
の
凡
夫
を
対
機
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
西
方
に
荘
厳
成
就
さ
れ
た
有
相
の
浄
土
を

観
察
す
る
事
観
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
無
相
離
念
の
理
観
に
対
し
て
立
相
住
心
の
事
観
を

述
べ
る
の
に
指
方
立
相
の
語
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
指
方
立
相
の
語
が
直
接
に
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
観

門
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
義
は
広
く
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
特
色
を
表
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

指
方
立
相
の
浄
土
こ
そ
、
凡
夫
の
成
仏
の
た
め
の
世
界
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
『
法
事
讃
』
に
は
、「
一
切

仏
土
皆
厳
浄
、
凡
夫
乱
想
恐
難
生
。
如
来
別
指
西
方
国
、
従
是
超
過
十
万
億
、
七
宝
荘
厳
最
為
勝
。」
と
あ
る
。

要
す
る
に
、
指
方
立
相
の
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
こ
そ
、
大
乗
仏
教
の
究
極
態
と
し
て
、
大
乗
空
の
必
然
的
展
開

と
し
て
の
真
空
妙
有
の
世
界
で
あ
る
。
西
方
有
相
の
浄
土
が
底
級
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
は
否
定
し
て
、
浄
土
は
、

真
如
・
一
如
・
空
の
世
界
で
あ
る
と
言
い
切
る
こ
と
は
、
真
如
や
空
の
真
実
義
を
誤
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上

平
成1

4

年
度

綜

理
：
普
賢

晃
壽

勧
学

本
講
師
：
渡
辺

隆
生

勧
学

講
題
：『
安
楽
集
』

典

議
：
中
西

智
海

司
教

会
読
論
題
提
要

一
、
指
方
立
相

〔
題
意
〕

阿
弥
陀
仏
の
〝
浄
土
〟
に
つ
い
て
、
経
典
に
説
か
れ
る
西
方
の
意
義
と
、
浄
土
の
荘
厳
相
を
立
て
ら
れ
た
説

意
を
明
ら
か
に
す
る
。

〔
出
拠
〕

①
『
定
善
義
』

②
『
無
量
寿
経
』

③
『
観
無
量
寿
経
』

④
『
阿
弥
陀
経
』

⑤
『
安
楽
集
』
な
ど

〔
釈
名
〕

｢

指｣｢

方｣｢

立｣｢

相｣

〔
義
相
〕

①
西
方
の
意
義

②
過
十
万
億
佛
土
の
問
題

③
仏
国
土
の
表
現

④
浄
土
建
立
の
意
義

⑤
無
相
離
念
と
立
相
住
心
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「
指
方
立
相
」
判
決

［
題
意
］

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
西
方
に
あ
る
と
説
か
れ
た
意
義
を
う
か
が
い
、
浄
土
の
荘
厳
相
を
た
て
ら
れ
た
説
意
を

明
ら
か
に
す
る
。

［
出
拠
］

『
定
善
義
』(

『
真
聖
全
』
一
・
五
一
九
頁)

「
今
此
観
門
、
等
唯
指
方
立
相
、
住
心
而
取
境
。
総
不
明
無
相
離
念
」

『
仏
説
無
量
寿
経
』(

『
真
聖
全
』
一
・
一
五
頁)

「
法
蔵
菩
薩
、
今
已
成
仏
、
現
在
西
方
。
去
此
十
万
億
刹
。
其
仏
世
界
、
名
曰
安
楽
。」

そ
の
他

『
仏
説
観
無
量
寿
経
』

『
仏
説
阿
弥
陀
経
』

『
安
楽
集
』

『
法
事
讃
』
等
が
あ
る
。

［
釈
名
］

釈
尊
に
約
し
て
い
え
ば
、｢

指｣

は
指
示
、｢

方｣

は
方
処
、｢

立｣

は
弁
立
、｢

相｣

は
相
状
を
い
い
、
釈
尊
が｢

西

方｣

と
い
う
方
処
を
指
し
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
荘
厳
相
を
教
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

ま
た
、
阿
弥
陀
仏
に
約
す
れ
ば
、｢

指｣

は
指
定
、｢

方｣

は
方
処
、｢

立｣

は
建
立
、｢

相｣

は
相
状
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
阿
弥
陀
仏
は
此
土
か
ら
い
っ
て
西
方
と
い
う
方
処
を
指
定
さ
れ
て
浄
土
を
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
。

そ
こ
で
、『
定
善
義
』
像
観
の
「
等
唯
指
方
立
相
、
住
心
而
取
境
。」
の
文
は
、
釈
尊
に
約
し
て
指
方
立
相
が

語
ら
れ
て
お
り
、『
安
楽
集
』
に
「
法
蔵
菩
薩
願
取
西
方
成
仏
今
現
在
彼
。」
と
あ
る
の
は
、
弥
陀
に
約
し
て
語

る
も
の
と
い
え
よ
う
。

［
義
相
］

(

一)

西
方
の
意
義

こ
こ
で
い
う
「
西
方
」
と
は
、
東
西
南
北
四
維
中
の
西
方
で
あ
っ
て
、
方
処
を
指
す
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀

仏
の
浄
土
は
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
に
「
従
是
西
方
」
と
あ
る
よ
う
に
此
土
を
基
点
と
し
て
指
示
し
た
も
の
で
あ

り
、
須
弥
山
説
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
天
動
説
に
よ
る
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
動

説
を
常
識
と
す
る
現
代
の
人
に
と
っ
て
、
従
是
西
方
を
い
か
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
『
安
楽
集
』
に
「
以
閻
浮
提
云
日
出
処
名
生
没
処
死
︙
中
略
︙
是
故
法
蔵
菩
薩
願
成
仏
在

西
悲
接
衆
生
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
日
の
没
す
る
処
と
い
う
地
理
的
方
処
に
即
し
て
、
宗
教
の
領
域
と
し
て
の

方
処
と
領
解
す
べ
き
で
あ
る
。『
往
生
礼
讃
』「
前
序
」
に
あ
る
「
須
面
向
西
方
者
最
勝
、
如
樹
先
傾
倒
必
随
曲
、

故
必
有
事
礙
不
及
向
西
方
、
但
作
向
西
想
亦
得
。」
と
の
文
は
、
西
方
を
宗
教
的
に
受
け
と
め
る
こ
と
を
教
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
『
浄
土
論
』
に
は
浄
土
に
つ
い
て
「
究
竟
如
虚
空
広
大
無
辺
際
」
と
あ
り
、『
論
註
』
に
は
「
此

浄
土
随
順
法
性
不
乖
法
本
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
無
相
無
辺
と
説
く
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
無
相
無
辺
と
、
西
方
の
荘
厳
国
土
と
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
云

い
か
え
れ
ば
、
真
如
法
性
と
願
心
荘
厳
の
関
係
を
、
ど
う
領
解
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
『
論
註
』
は
真
如
法
性
を
略
と
し
、
願
心
荘
厳
を
広
と
し
て
広
略
相
入
の
論
理
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
説

明
と
し
て
、『
論
註
』
は
略
を
法
性
法
身
と
し
、
広
を
方
便
法
身
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
由
生
由
出
、
不
一
不
異
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と
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
思
惟
す
る
と
、
浄
土
は
無
方
即
方
、
方
即
無
方
で
あ
り
、
無
相
即
相
、
相
即

無
相
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
方
即
無
方
・
相
即
無
相
の
知
見
は
、
悟
り
の
世
界
の
所
見
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
迷
界
の
衆
生
に
対

し
て
、
方
即
無
方
の
方
と
、
相
即
無
相
の
相
で
応
じ
る
の
が
指
方
立
相
の
立
場
な
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
衆
生
に
お
い
て
は
西
方
浄
土
に
願
生
す
る
の
で
あ
る
が
、
如
來
の
本
願
力
に
よ
り
、
無
生
の
生
の

浄
土
、
無
量
光
明
土
へ
証
入
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
論
理
を
言
い
あ
て
て
い
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
論

註
の
氷
上
燃
火
の
釈
な
の
で
あ
る
。

(

二)

過
十
万
億
仏
土
の
問
題

『
大
経
』
に
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
つ
い
て
「
去
此
十
万
億
刹
」
と
い
わ
れ
、『
小
経
』
に
は
「
過
十
万
億

仏
土
」
と
あ
る
。
し
か
し
『
観
経
』
に
は
「
去
此
不
遠
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

『
観
経
』
の
「
去
此
不
遠
」
に
つ
い
て
は
、「
序
分
義
」
に
三
義
を
あ
げ
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

①
分
斉
不
遠
︙
無
辺
際
の
領
域
か
ら
み
れ
ば
近
い
。

②
一
念
即
到
︙
距
離
的
に
は
遠
い
と
思
う
が
、
往
生
す
る
と
き
は
本
願
力
に
よ
る
が
故
に
一
念
に
往
生
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

③
観
念
即
現
︙
浄
土
は
そ
れ
を
観
ず
る
者
の
心
相
に
常
に
顕
現
す
る
か
ら
遠
く
な
い
。

ち
な
み
に
、
①
は
『
大
経
』、『
小
経
』
に
よ
り
、
②
は
『
観
経
』「
散
善
義
」
に
よ
り
、
③
は
『
観
経
』
定
善

の
立
場
よ
り
の
領
解
で
あ
る
。

「
過
十
万
億
仏
土
」
の
「
過
」
は
超
過(

勝
過)

と
経
過
の
義
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
此
土
に
対
す
る
彼
土
を
指
す

こ
と
を
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

(

三)

仏
国
土
の
表
現

阿
弥
陀
仏
の
国
土
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
経
論
釈
に
種
々
に
説
か
れ
て
い
る
。『
大
経
』
は
『
安
楽
』
と
、『
安

養
』
と
、『
観
経
』・『
小
経
』
に
は
「
極
楽
」
の
語
が
多
い
。

と
こ
ろ
で
、
宗
祖
の
聖
教
の
上
に
み
え
る
、
宗
祖
の
言
葉
と
し
て
は
「
極
楽
」
の
語
は
僅
か
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
は
「
諸
の
楽
の
み
を
受
く
」
と
あ
る
の
を
、
自
己
の
欲
望
を
満
た
す
世
界
へ
の
往
生
と
と
る
誤
解
を
誡
め

ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。「
真
仏
土
巻
」
に
、「
謹
按
真
仏
土
者
則
是
不
可
思
議
光
如
来
、
土
者
亦
是
無
量
光
明
土

也
。」
と
説
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
重
要
な
意
義
が
あ
る
。

(

四)

浄
土
建
立
の
意
義

『
大
経
』
に
法
蔵
菩
薩
の
発
願
の
心
を
述
べ
て
「
令
我
於
世
速
成
正
覚
、
抜
諸
生
死
勤
苦
之
本
」
と
あ
る
が
、

そ
の
願
心
の
具
体
的
発
動
が
浄
土
の
建
立
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
安
楽
集
』
に
は
「
為
欲
成

就
衆
生
故
願
取
仏
国
」
と
述
べ
、
ま
た
「
法
蔵
菩
薩
願
成
仏
在
西
悲
接
衆
生
。」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
浄
土
建

立
の
意
義
は
、
ひ
と
え
に
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
成
仏
せ
し
め
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

(

五)

無
相
離
念
と
立
相
住
心

「
定
善
義
」
第
八
像
観
の
釈
義
に
よ
れ
ば
、
諸
師
は
『
観
経
』
に
説
か
れ
る
法
界
身
を
法
身
と
み
て
、
そ
れ

を
あ
る
い
は
「
唯
識
法
身
観
」
の
立
場
よ
り
、
ま
た
は
「
自
性
清
浄
仏
性
観
」
の
立
場
よ
り
こ
れ
を
解
釈
し
て
、

『
観
経
』
の
観
法
を
無
相
離
念
の
理
観
を
説
く
も
の
と
み
な
し
た
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
善
導
大
師
は
『
観
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
観
門
は
末
代
濁
世
の
凡
夫
を
対
機
と
し
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
西
方
に
荘
厳
成
就
さ
れ
た
有
相
の
浄
土
を
観
察
す
る
事
観
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ

て
無
相
離
念
の
理
観
に
対
し
て
、
立
相
住
心
の
事
観
を
述
べ
る
の
に
「
指
方
立
相
」
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
も

と
よ
り
指
方
立
相
の
語
句
が
直
接
出
さ
れ
る
の
は
観
門
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
語
義
は
広
く
阿
弥
陀
仏
の

浄
土
の
特
色
を
説
示
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
説
き
示
さ
れ
る
指
方
立
相
の
浄
土
こ
そ
、
凡
夫
の
成
仏
の
た
め
の
世
界
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

『
法
事
讃
』
に
は
「
一
切
仏
土
皆
厳
浄
、
凡
夫
乱
想
恐
難
生
。
如
来
別
指
西
方
国
。
従
是
超
過
十
万
億
。
七
宝

荘
厳
最
為
勝
。」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
指
方
立
相
の
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
こ
そ
大
乗
仏
教
の
究
極
態
と
し
て
の
真
空
妙
有
の
世
界
な
の
で
あ

る
。
従
っ
て
最
も
勝
れ
た
悟
り
の
世
界
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
罪
濁
の
凡
夫
が
、
最
勝
の
浄
土
に
往
生
せ
し
め

ら
れ
る
仏
道
が
成
就
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上（

今
年
の
提
要
）2

0
2
3
(

令
和5

)

年
度

提
要

指
方
立
相

【
題
意
】

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
つ
い
て
、
浄
土
三
部
経
に
「
西
方
」
と
説
示
さ
れ
る
意
義
と
荘
厳
相
と
た
て
ら
れ
た
仏
意

を
窺
う
。

【
出
拠
】

「
定
善
義
」

【
釈
名
】

「
指
」「
方
」「
立
」「
相
」

【
義
相
】

一
、
浄
土
三
部
経
に
「
西
方
」
と
説
く
意
義(

『
安
楽
集
』『
往
生
礼
讃
』
前
序
な
ど
の
説
示)

一
、
浄
土
建
立
の
意
義(

『
大
経
』『
安
楽
集
』
の
説
示
、
法
然
聖
人
の
説
示
「
浄
仏
国
土
成
就
衆
生
の
願
」「
平

等
の
大
慈
に
催
さ
れ
て
」
な
ど
の
解
釈)

一
、
辺
即
無
辺
、
相
即
無
相
の
浄
土(

『
浄
土
論
』『
往
生
論
註
』
な
ど
の
説
示)

一
、
無
相
離
念
と
立
相
住
心(

「
定
善
義
」
の
説
示
と
、
宗
祖
の
観
経
隠
顕
釈)
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会
読
案

出
拠

『
定
善
義
』
第
八
像
観

(

（『
聖
典
全
書
』
一
巻745

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇432

頁
）

今
此
観
門
、
等
唯
指
方
立
相
、
住
心
而
取
境
。
総
不
明
無
相
離
念

ま
た
い
ま
こ
の
観
門
は
等
し
く
た
だ
方
を
指
し
相
を
立
て
て
、
心
を
住
め
て
境
を
取
ら
し
む
。
総
じ

て
無
相
離
念
を
明
か
さ
ず
。

類
文

『
法
事
讃
』
巻
上

前
行
法
分

広
請
三
宝
（『
聖
典
全
書
』
一
巻807

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇517

頁
）

但
だ
凡
夫
の
乱
想
寄
託
す
る
に
由
な
き
が
為
の
故
に
、
釈
迦
・
諸
仏
慈
悲
を
捨
て
ず
し
て
、
直
ち
に

西
方
十
万
億
刹
を
指
さ
し
む
。
国
を
極
楽
と
名
づ
け
、
仏
を
弥
陀
と
号
く
。
現
に
ま
し
ま
し
て
説
法

し
た
ま
ふ
。
そ
の
国
清
浄
に
し
て
四
徳
の
荘
厳
を
具
せ
り
。

『
法
事
讃
』
巻
下

転
経
分

第
二
段
（『
聖
典
全
書
』
一
巻833

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇552

頁
）

一
切
の
仏
土
み
な
厳
浄
な
れ
ど
も
、
凡
夫
の
乱
想
お
そ
ら
く
は
生
じ
が
た
け
れ
ば
、
如
来
（
釈
尊
）

別
し
て
西
方
の
国
を
指
し
た
ま
ふ
。「
こ
れ
よ
り
十
万
億
を
超
過
せ
り
。
七
宝
の
荘
厳
も
つ
と
も
勝

た
り
。
聖
衆
人
天
の
寿
命
長
し
。
仏
を
弥
陀
と
号
す
。
つ
ね
に
法
を
説
き
た
ま
ふ
。
極
楽
の
衆
生
障

お
の
づ
か
ら
亡
ず
」
と
。

西
方
を
示
す
経
文

『
仏
説
無
量
寿
経
』（『
聖
典
全
書
』
一
巻32

頁
）（『
註
釈
版
』28

頁
）

「
法
蔵
菩
薩
、
い
ま
す
で
に
成
仏
し
て
、
現
に
西
方
に
ま
し
ま
す
。
こ
こ
を
去
る
こ
と
十
万
億
刹
な

り
。
そ
の
仏
の
世
界
を
ば
名
づ
け
て
安
楽
と
い
ふ
」

『
同
』
巻
下

霊
山
現
土
（『
聖
典
全
書
』
一
巻65

頁
）（『
註
釈
版
』74

頁
）

こ
こ
に
お
い
て
阿
難
起
ち
て
、
衣
服
を
整
へ
、
身
を
正
し
く
し
、
面
を
西
に
し
て
、
恭
敬
し
合
掌
し

て
、
五
体
を
地
に
投
げ
て
、
無
量
寿
仏
を
礼
し
た
て
ま
つ
り
て
ま
う
さ
く
、「
世
尊
、
願
は
く
は
か

の
仏
・
安
楽
国
土
、
お
よ
び
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
・
声
聞
の
大
衆
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
」
と
。

『
観
経
』

西
方
極
楽
国
土

西
方
極
楽
世
界

西
方

散
善
顕
行
縁

（『
聖
典
全
書
』
一
巻80

頁
）（『
註
釈
版
』91

頁
）

定
善
示
観
縁

（『
聖
典
全
書
』
一
巻81

頁
）（『
註
釈
版
』92

頁
）

日
観

（『
聖
典
全
書
』
一
巻81

頁
）（『
註
釈
版
』93

頁
）

普
観

（『
聖
典
全
書
』
一
巻91

頁
）（『
註
釈
版
』106

頁
）

雑
想
観

（『
聖
典
全
書
』
一
巻91

頁
）（『
註
釈
版
』107

頁
）

中
上
品

（『
聖
典
全
書
』
一
巻94

頁
）（『
註
釈
版
』111

頁
）

中
中
品

（『
聖
典
全
書
』
一
巻95

頁
）（『
註
釈
版
』112

頁
）

中
下
品

（『
聖
典
全
書
』
一
巻95

頁
）（『
註
釈
版
』113

頁
）

『
小
経
』

（『
聖
典
全
書
』
一
巻105

頁
）（『
註
釈
版
』121

頁
）
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「
こ
れ
よ
り
西
方
に
、
十
万
億
の
仏
土
を
過
ぎ
て
世
界
あ
り
、
名
づ
け
て
極
楽
と
い
ふ
。
そ
の
土
に

仏
ま
し
ま
す
、
阿
弥
陀
と
号
す
。
い
ま
現
に
ま
し
ま
し
て
法
を
説
き
た
ま
ふ
。

釈
名

釋
尊
に
約
す指

示

指
示
（
ゆ
び
さ
し
し
め
す
）・
明
示

方
処

西
方
と
い
う
特
定
の
方
処
・
浄
土
の
あ
り
場
所
を

弁
立

説
き
あ
ら
わ
す

相
状

浄
土
の
荘
厳
の
事
相
を

弥
陀
に
約
す指

定

指
し
定
め
る

方
処

娑
婆
か
ら
言
っ
て
西
方
と
い
う
方
処

建
立

建
立
さ
れ
た

相
状

浄
土
の
諸
の
荘
厳
事
相
を

文
証

『
安
楽
集
』
第
六
大
門

十
方
西
方
比
挍
（『
聖
典
全
書
』
一
巻631

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇269

頁
）

二
に
は
『
大
経
』（
上
・
意
）
に
よ
る
に
、「
法
蔵
菩
薩
因
中
に
世
饒
王
仏
の
所
に
お
い
て
、
つ
ぶ
さ

に
弘
願
を
発
し
て
も
ろ
も
ろ
の
浄
土
を
取
り
た
ま
ふ
。
時
に
仏
、
た
め
に
二
百
一
十
億
の
諸
仏
刹
土

の
天
・
人
の
善
悪
、
国
土
の
精
粗
を
説
き
て
、
こ
と
ご
と
く
現
じ
て
こ
れ
を
与
へ
た
ま
ふ
。
時
に
法

蔵
菩
薩
願
じ
て
西
方
を
取
り
て
成
仏
し
た
ま
ひ
、
い
ま
現
に
か
し
こ
に
ま
し
ま
す
」

『
安
楽
集
』
第
六
大
門

義
推
（『
聖
典
全
書
』
一
巻632

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇270

頁
）

こ
の
ゆ
ゑ
に
法
蔵
菩
薩
願
じ
て
成
仏
し
、
西
に
あ
り
て
衆
生
を
悲
接
し
た
ま
ふ
。

Ｑ

立
相
の
反
対
語
は
？

Ａ

無
相

指
方

西
方
と
い
う
特
定
の
方
処
を
指
し
て
、
そ
こ
に
極
楽
あ
り
と
説
く
こ
と

立
相

極
楽
が
無
相
離
念
の
世
界
で
は
無
く
、

有
相
の
浄
土
（
三
厳
二
十
九
種
の
荘
厳
相
）
で
あ
る
こ
と
を
説
く
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義
相

一
、
浄
土
三
部
経
に
「
西
方
」
と
説
く
意
義

(

『
安
楽
集
』『
往
生
礼
讃
』
前
序
な
ど
の
説
示)

『
安
楽
集
』

Ｑ

西
方
の
意
義
如
何
。

Ａ

す
べ
て
の
い
の
ち
が
趣
入
す
べ
き
所
を

Ｑ

文
証
如
何

Ａ

『
安
楽
集
』
巻
下

第
六
大
門

義
推
（『
聖
典
全
書
』
一
巻632

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇270

頁
）

問
ひ
て
い
は
く
、
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
か
な
ら
ず
面
を
西
に
向
か
へ
て
坐
し
て
礼
・
念
・
観
す
る
を
須
ゐ
る
。
答
へ

て
い
は
く
、
閻
浮
提
に
は
、
日
の
出
づ
る
処
を
生
と
名
づ
け
、
没
す
る
処
を
死
と
名
づ
く
と
い
ふ
を
も
つ
て
、

死
地
に
よ
る
に
神
明
の
趣
入
そ
の
相
助
便
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
法
蔵
菩
薩
願
じ
て
成
仏
し
、
西
に
あ
り
て
衆
生

を
悲
接
し
た
ま
ふ
。

東

日
出
処

生

←

神
明
の
趣
入

閻
浮
提

西

日
没
処

死

Ｑ

日
は
ど
う
し
て
西
へ
行
く
の
か
。

Ａ

一
切
諸
天
人
民
を
阿
弥
陀
仏
を
稽
首
せ
る
た
め
に
、
日
月
星
辰
二
十
八
宿
は
西
へ
行
く
。

（
文
証
）『
同
』（『
聖
典
全
書
』
一
巻633

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇271
頁
）

〈
日
・
月
・
星
辰
二
十
八
宿
の
西
に
行
く
所
以
は
、
一
切
の
諸
天
・
人
民
こ
と
ご
と
く
と
も
に
阿
弥

陀
仏
を
稽
首
し
た
て
ま
つ
れ
〉
と
な
り
。
こ
こ
を
も
つ
て
日
・
月
・
星
辰
み
な
こ
と
ご
と
く
心
を
傾

け
て
か
し
こ
に
向
か
ふ
。
ゆ
ゑ
に
西
に
流
る

『
往
生
礼
讃
』
前
序

（『
聖
典
全
書
』
一
巻915

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇658

頁
）

ま
た
『
観
経
』
に
の
た
ま
ふ
が
ご
と
し
。
仏
、
坐
観
・
礼
念
等
、
み
な
面
を
西
方
に
向
か
ふ
る
を
須

ゐ
る
は
最
勝
な
り
と
勧
め
た
ま
ふ
。
樹
の
先
よ
り
傾
け
る
は
倒
る
る
に
、
か
な
ら
ず
曲
れ
る
に
随
ふ

が
ご
と
く
な
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。
か
な
ら
ず
事
の
礙
あ
り
て
西
方
に
向
か
ふ
に
及
ば
ず
は
、
た
だ
西
に

向
か
ふ
想
を
な
す
も
ま
た
得
た
り
。

問
ひ
て
い
は
く
、
一
切
の
諸
仏
三
身
同
じ
く
証
し
、
悲
智
の
果
円
か
に
し
て
ま
た
無
二
な
る
べ
し
。

方
に
随
ひ
て
一
仏
を
礼
念
し
課
称
せ
ん
に
、
ま
た
生
ず
る
こ
と
を
得
べ
し
。
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
、
ひ
と

へ
に
西
方
を
歎
じ
て
、
勧
め
て
礼
念
等
を
も
つ
ぱ
ら
に
せ
し
む
る
は
、
な
ん
の
義
か
あ
る
や
。

答
へ
て
い
は
く
、
諸
仏
の
所
証
は
平
等
に
し
て
こ
れ
一
な
れ
ど
も
、
も
し
願
行
を
も
つ
て
来
し
収

む
る
に
因
縁
な
き
に
あ
ら
ず
。
し
か
る
に
弥
陀
世
尊
、
本
深
重
の
誓
願
を
発
し
て
、
光
明
・
名
号
を

も
つ
て
十
方
を
摂
化
し
た
ま
ふ
。
た
だ
信
心
を
も
つ
て
求
念
す
れ
ば
、
上
一
形
を
尽
し
下
十
声
・
一

声
等
に
至
る
ま
で
、
仏
願
力
を
も
つ
て
易
く
往
生
を
得
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
釈
迦
お
よ
び
諸
仏
勧
め
て
西

方
に
向
か
は
し
む
る
を
別
異
と
な
す
の
み
。
ま
た
こ
れ
余
仏
を
称
念
し
て
障
を
除
き
、
罪
を
滅
す
る

こ
と
あ
た
は
ざ
る
に
は
あ
ら
ず
、
知
る
べ
し
。

『
観
経
』
日
想
観

（
梯
實
圓
和
上

『
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
『
観
経
』』133

頁
）
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善
導
大
師
に
よ
れ
ば
、
日
想
観
を
お
こ
な
う
に
は
、
春
分
と
秋
分
の
こ
ろ
が
最
適
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
太
陽
が
真
東
か
ら
昇
っ
て
、
真
西
に
沈
む
か
ら
で
、
そ
の
沈
み
ゆ
く
太
陽
を
心
に
想

い
え
が
い
て
い
く
わ
け
で
す
。
極
楽
浄
土
を
観
想
す
る
の
に
、
ま
ず
落
日
を
見
よ
と
教
え
ら
れ
た
の

に
は
三
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

第
一
は
、
極
楽
の
方
処
が
西
方
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
、
心
を
西
方
の
一
点
に
集
中
さ
せ
る
た

め
で
す
。
定
善
観
法
を
す
る
た
め
に
は
、
心
が
散
乱
し
な
い
よ
う
に
精
神
を
統
一
す
る
こ
と
が
な
に

よ
り
も
大
切
で
す
の
で
、
ま
ず
極
楽
浄
土
は
、
太
陽
が
沈
ん
で
い
く
真
西
の
方
向
に
実
在
す
る
と
思

い
と
っ
て
、
そ
こ
に
心
を
集
中
さ
せ
る
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
日
想
観
を
す
る
た
め
に
は
、
西
の

方
が
開
け
た
場
所
で
、
落
日
が
よ
く
見
え
る
静
か
な
と
こ
ろ
に
道
場
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
二
に
日
想
観
を
す
る
の
は
、
自
身
の
罪
障
の
軽
重
を
知
る
た
め
で
す
。
太
陽
を
心
に
想
い
浮
か

べ
よ
う
と
し
て
瞑
想
を
行
っ
て
い
る
う
ち
に
、
硬
貨
ほ
ど
の
大
き
さ
の
太
陽
を
想
い
浮
か
べ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
太
陽
は
、
薄
い
黒
雲
が
お
お
う
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た

り
、
黄
雲
が
お
お
う
よ
う
な
姿
で
あ
っ
た
り
、
白
雲
が
か
か
っ
た
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
り
し

ま
す
。
こ
れ
を
黒
障
、
黄
障
、
白
障
と
い
い
、
行
者
の
罪
障
が
重
い
と
黒
障
が
、
や
や
重
い
と
黄
障

が
、
軽
い
場
合
は
白
障
が
出
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
罪
障
が
あ
る
か
ぎ
り
、
ど

ん
な
に
励
ん
で
み
て
も
、
浄
土
や
如
来
を
観
想
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
行
者
は
道
場
を

荘
厳
し
、
仏
像
を
安
置
し
て
、
阿
弥
陀
仏
を
始
め
一
切
の
諸
仏
、
菩
薩
お
よ
び
一
切
の
衆
生
に
向
か

っ
て
、
自
分
が
無
始
以
来
造
っ
て
き
た
に
ち
が
い
な
い
十
悪
、
五
逆
、
謗
法
と
い
っ
た
罪
障
を
一
つ

ひ
と
つ
数
え
あ
げ
て
告
白
し
、
全
身
を
大
地
に
ひ
れ
伏
し
て
そ
の
申
し
訳
な
さ
を
あ
や
ま
り
ま
す
。

こ
れ
を
懺
悔
と
い
い
ま
す
が
、
懺
悔
し
お
わ
る
と
ま
た
再
び
結
跏
趺
坐
（
左
右
の
足
の
甲
を
、
そ
れ

ぞ
れ
反
対
の
足
の
股
の
つ
け
根
に
あ
げ
、
足
の
裏
が
上
を
む
く
よ
う
に
結
み
、
左
右
の
て
の
ひ
ら
を

重
ね
、
親
指
同
士
を
向
か
い
あ
わ
せ
て
左
足
の
上
に
お
く
坐
り
か
た
）
を
し
て
瞑
想
に
は
い
っ
て
い

き
ま
す
。
も
し
罪
障
が
残
っ
て
お
れ
ば
、
三
障
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
か
ら
、
再
び
懺
悔
を
行
い
ま
す
。

し
か
し
罪
障
が
消
え
て
い
る
な
ら
ば
、
眼
を
閉
じ
て
も
開
い
て
も
、
燦
然
と
輝
く
太
陽
が
あ
ら
わ
れ

て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
第
三
に
日
想
観
を
す
る
の
は
、
こ
の
世
で
一
ば
ん
明
る
く
輝
く
太
陽
を
と
お
し
て
、
極
楽
浄

土
に
は
暗
い
影
は
全
く
な
く
、
内
外
と
も
に
光
明
に
満
た
さ
れ
た
、
朗
然
と
し
て
明
浄
な
世
界
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
て
落
日
を
観
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

極
楽
浄
土
を
観
ず
る
心
の
準
備
が
と
と
の
え
ら
れ
て
い
く
わ
け
で
す
。
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二
、
浄
土
建
立
の
意
義

(

『
大
経
』『
安
楽
集
』
の
説
示
、
法
然
聖
人
の
説
示
「
浄
仏
国
土
成
就
衆
生
の
願
」「
平
等
の
大
慈
に
催
さ
れ

て
」
な
ど
の
解
釈)

Ｑ

浄
土
建
立
の
場
所
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
か
？

Ａ

勝
易
の
二
徳
を
う
か
が
う
。

（
最
勝
）

Ｑ

『
大
経
』
に
は
浄
土
は
ど
こ
に
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
か
。

Ａ

西
方

去
此
十
万
億
刹

『
仏
説
無
量
寿
経
』（『
聖
典
全
書
』
一
巻32
頁
）（『
註
釈
版
』28

頁
）

「
法
蔵
菩
薩
、
い
ま
す
で
に
成
仏
し
て
、
現
に
西
方
に
ま
し
ま
す
。
こ
こ
を
去
る
こ
と
十
万
億
刹
な

り
。
そ
の
仏
の
世
界
を
ば
名
づ
け
て
安
楽
と
い
ふ
」

Ｑ

「
去
此
十
万
億
刹
」
の
所
顕
如
何

Ａ

彼
此
が
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
勝
な
る
こ
と
を
顕
す
。

『
安
楽
集
』
第
六
大
門

十
方
西
方
比
挍
（『
聖
典
全
書
』
一
巻631
頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇269

頁
）

『
大
経
』
の
意
を
引
文
し
て

「
法
蔵
菩
薩
因
中
に
世
饒
王
仏
の
所
に
お
い
て
、
つ
ぶ
さ
に
弘
願
を
発
し
て
も
ろ
も
ろ
の
浄
土
を
取

り
た
ま
ふ
。
時
に
仏
、
た
め
に
二
百
一
十
億
の
諸
仏
刹
土
の
天
・
人
の
善
悪
、
国
土
の
精
粗
を
説
き

て
、
こ
と
ご
と
く
現
じ
て
こ
れ
を
与
へ
た
ま
ふ
。
時
に
法
蔵
菩
薩
願
じ
て
西
方
を
取
り
て
成
仏
し
た

ま
ひ
、
い
ま
現
に
か
し
こ
に
ま
し
ま
す
」

と
し
、632

頁
に

ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、
も
ろ
も
ろ
の
浄
土
の
な
か
に
安
楽
世
界
は
最
勝
な
り
。

（
易
入
）

Ｑ

十
方
世
界
に
ど
こ
で
も
浄
土
は
あ
る
だ
ろ
う
に
、
ど
う
し
て
阿
弥
陀
仏
は
西
方
と
示
し
た
の
か
。

Ａ

娑
婆
世
界
か
ら
往
生
が
甚
だ
便
で
あ
る
か
ら
。

Ｑ

理
由
如
何

Ａ

①
十
方
は
寛
く
て
、
凡
夫
は
心
昧
く
、
境
狭
き
ゆ
え
に
専
一
に
で
き
な
い
か
ら
西
方
と
示
し
た

く
ら

②
西
方
は
浄
土
の
初
門
で
あ
る
。

③
娑
婆
は
穢
土
の
末
処
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
境
次
相
接
し
て
い
る
。

（
文
証
）

『
安
楽
集
』
第
二
大
門

破
異
見
邪
執

第
八
挍
量
願
生
十
方
浄
土
、
不
如
帰
西
方

（『
聖
典
全
書
』
一
巻596

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇217

頁
）

①
境
寛
け
れ
ば
す
な
は
ち
心
昧
く
、
境
狭
け
れ
ば
す
な
は
ち
意
も
つ
ぱ
ら
な
り
。

②
二
に
は
十
方
の
浄
土
み
な
こ
れ
浄
に
し
て
深
浅
知
り
が
た
し
と
い
へ
ど
も
、
弥
陀
の
浄
国
は
す
な

は
ち
こ
れ
浄
土
の
初
門
な
り
。

③
娑
婆
世
界
は
す
な
は
ち
穢
土
の
末
処
な
り
。
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山
本
仏
骨
和
上
『
道
綽
教
学
の
研
究
』364

頁

而
し
て
勝
易
二
徳
は
安
楽
浄
土
の
真
面
目
で
あ
っ
て
離
れ
た
も
の
で
は
無
い
。
然
る
に
或
時
は
勝
を

隠
し
て
易
を
現
じ
、
或
時
は
易
を
隠
し
て
勝
を
現
じ
、
或
時
は
勝
易
二
徳
を
具
現
し
て
、
随
機
の
摂

化
を
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
道
綽
は
易
入
の
面
を
他
経
に
依
っ
て
境
次
相
接
と
示
し
、
超
勝

の
面
を
『
大
経
』
に
依
っ
て
法
蔵
発
願
の
淵
源
か
ら
示
さ
れ
た
も
の
と
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而

し
て
仏
土
の
絶
対
不
可
思
議
か
ら
い
え
ば
、
初
後
不
二
、
遠
近
不
二
で
あ
っ
て
、
境
次
相
接
と
い
う

も
実
義
な
れ
ば
、
過
十
万
億
仏
土
と
い
う
も
実
義
で
あ
っ
て
、
差
別
妄
執
の
分
別
を
超
え
て
い
る
も

の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

参
照

安
藤
光
慈
和
上
「
指
方
立
相
に
つ
い
て
」（
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
三
十
八
号
第
二
号156

頁
）

Ｑ

経
典
に
西
方
と
説
示
さ
れ
る
意
図
如
何
。

Ａ

阿
弥
陀
仏
と
浄
土
が
現
に
実
在
し
て
い
る
こ
と
を
説
き
示
す
。

Ｑ

根
拠
如
何
。

Ａ

「
西
方
」

方
処
の
限
定

「
過
十
万
億
仏
土
」

距
離
の
限
定

「
名
曰
安
楽(

極
楽)

」

名
称
の
限
定

を
同
時
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
具
体
的
に
現
実
在
を
示
す
。

Ｑ

「
具
体
的
な
現
実
在
」
と
は
？

Ａ

相
対
分
別
の
衆
生
の
認
識
に
応
じ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
衆
生
に
認
識
さ
れ
得
な
い
。

Ｑ

相
対
分
別
の
領
域
な
ら
ば
、
仏
智
と
は
い
え
な
い
。
如
何
。

Ａ

相
対
分
別
の
言
語
で
し
か
認
識
さ
れ
得
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
「
西
方
去
此
十
万
億
刹
」
と
示
し
、
無
量

の
距
離
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
娑
婆
世
界
の
相
対
を
超
え
た
絶
待
性
を
認
識
せ
し
め
て
い
る
。

『
和
語
灯
録
』
巻
一

三
部
経
釈
（『
聖
典
全
書
』
六
巻400

頁
）

Ｑ

法
蔵
菩
薩
の
浄
土
建
立
の
意
趣
如
何
。

Ａ

四
十
八
願
は
「
浄
仏
国
土
・
成
就
衆
生
の
願
」
で
あ
り
、
諸
菩
薩
の
本
意
は
下
化
衆
生
で
あ
る
。

『
和
語
灯
録
』
巻
一

三
部
経
釈
（『
聖
典
全
書
』
六
巻401

頁
）

し
か
れ
ば
、
た
だ
本
意
は
下
化
衆
生
の
願
に
あ
り
。
い
ま
弥
陀
如
来
の
国
土
を
成
就
し
給
ふ
も
、
衆

生
を
引
接
せ
ん
が
た
め
な
り
。

Ｑ

本
願
は
ど
の
よ
う
な
衆
生
を
対
象
と
し
て
い
る
か
。

Ａ

一
切
を
摂
せ
ん
が
た
め
に
。

『
選
択
集
』
本
願
章
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1273

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1210

頁
）

法
蔵
菩
薩
の
昔
、
平
等
の
慈
悲
に
催
さ
れ
て
、
普
く
一
切
を
摂
せ
む
が
た
め
に
、
造
像
起
塔
等
の
諸

行
を
以
て
往
生
の
本
願
と
し
た
ま
は
ず
。
唯
称
名
念
仏
一
行
を
以
て
其
の
本
願
と
し
た
ま
へ
る
也
。
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三
、
辺
即
無
辺
、
相
即
無
相
の
浄
土

(

『
浄
土
論
』『
往
生
論
註
』
な
ど
の
説
示)

Ｑ

『
浄
土
論
』
で
は
浄
土
を
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
と
示
し
て
い
る
か
。

Ａ

（『
聖
典
全
書
』
一
巻433

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇29

頁
）

究
竟
し
て
虚
空
の
如
く
、
広
大
に
し
て
辺
際
な
し
。

Ｑ

西
方
と
は
辺
際
が
あ
る
こ
と
で
、
矛
盾
す
る
じ
ゃ
な
い
か
。

Ａ

辺
（
西
方
）、
無
辺
の
両
義
が
実
義
で
あ
る
。

Ｑ

辺
際
が
あ
る
、
辺
際
が
な
い
、
両
立
し
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
ど
う
い
う
意
味
か
？

Ａ

一
即
一
切
。
一
切
即
一
。

Ｑ

一
と
は
？

一
切
と
は
？

Ａ

一
が
一
切
に
縁
っ
て
起
こ
っ
て
い
る
の
で
、
一
一
に
一
切
の
徳
を
具
え
て
い
る
。

辺
が
無
辺
に

〃

辺
に

無
辺
の
徳
を
摂
め
て
あ
る
。

こ
う
い
う
正
縁
起
の
世
界
を
「
蓮
華
蔵
世
界
」
と
い
う
。

Ｑ

蓮
華
蔵
世
界
と
は
何
か
。

Ａ

『
華
厳
経
探
玄
記
』
法
蔵
（
Ｔ35.152a)

問

下
の
文
、
此
の
華
藏
界
は
無
邊
な
り
。
云
何
が
此
の
中
に
東
等
有
り
や
。

答

華
藏
界
は
是
れ
邊
無
邊
不
二
を
以
て
の
故
に
無
邊
と
名
く
。
下
の
説
の
如
し
。

無
邊
邊
不
二
の
故
に
有
邊
と
名
く
。
此
の
説
の
如
し
。

是
則
ち
邊
を
壞
せ
ず
而
、
恒
に
無
邊
な
り
。

し
て

無
邊
を
破
せ
ず
而
、
恒
に
邊
な
り
。

し
て

若
し
無
邊
は
邊
に
乖
き
、
邊
は
無
邊
に
乖
く
と
謂
わ
ば
、
是
情
計
所
及
法
な
り
。
正
縁
起
に
非
ざ
る

也
。

此
の
邊
・
無
邊
、
是
の
一
事
を
以
て
の
故
に
、
雙
べ
て
情
計
を
超
ゆ
る
也
。

Ｑ

今
の
文
に
よ
っ
て
華
厳
の
蓮
華
蔵
世
界
が
正
縁
起
だ
か
ら
辺
・
無
辺
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
。

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
辺
・
無
辺
で
あ
る
こ
と
の
文
証
に
な
ら
な
い
。
如
何
。

Ａ『
浄
土
論
』
願
事
成
就
（『
聖
典
全
書
』
一
巻443

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇41

頁
）

入
第
三
門
と
は
、
一
心
専
念
に
か
し
こ
に
生
ぜ
ん
と
作
願
し
、
奢
摩
他
寂
静
三
昧
の
行
を
修
す
る
を

も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
蓮
華
蔵
世
界
に
入
る
こ
と
を
得
。
こ
れ
を
入
第
三
門
と
名
づ
く
。

『
論
註
』
上

性
功
徳
（『
聖
典
全
書
』
一
巻458

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇60

頁
）

「
性
」
は
こ
れ
本
の
義
な
り
。
い
ふ
こ
こ
ろ
は
、
こ
の
浄
土
は
法
性
に
随
順
し
て
法
本
に
乖
か
ず
。

事
、『
華
厳
経
』
の
宝
王
如
来
の
性
起
の
義
に
同
じ
。

「
正
信
偈
」
天
親
章

得
至
蓮
華
蔵
世
界

Ｑ

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
、
華
厳
の
浄
土
と
同
じ
か
？

Ａ

異
な
る
。
華
厳
は
仏
の
自
境
界
。
弥
陀
浄
土
は
生
仏
一
如
の
境
界
。
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【
参
考
】
『
論
註
』

法
界
身
・
入
一
切
衆
生
心
想
中
・
是
心
作
仏
是
心
是
仏

■

Ｑ

論
註
の
法
界
身
義
の
文
を
挙
げ
よ
。

Ａ

巻
上

観
察
門

衆
生
世
間

仏

身
業
功
徳
釈

（『
聖
典
全
書
』
一
巻474

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇81

頁
）

問
ひ
て
い
は
く
、『
観
無
量
寿
経
』
に
の
た
ま
は
く
、「
諸
仏
如
来
は
こ
れ
法
界
身
な
り
。

一
切
衆
生
の
心
想
の
う
ち
に
入
る
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
な
ん
ぢ
ら
心
に
仏
を
想
ふ
時
、
こ
の
心

す
な
は
ち
こ
れ
三
十
二
相
・
八
十
随
形
好
な
り
。
こ
の
心
作
仏
す
。
こ
の
心
こ
れ
仏
な
り
。

諸
仏
正
遍
知
海
は
心
想
よ
り
生
ず
」
と
。
こ
の
義
い
か
ん
。
答
へ
て
い
は
く
、「
身
」
を
集

成
と
名
づ
く
。「
界
」
を
事
別
と
名
づ
く
。
眼
界
の
ご
と
き
は
根
・
色
・
空
・
明
・
作
意
の

P

-
-82

五
の
因
縁
に
よ
り
て
生
ず
る
を
名
づ
け
て
眼
界
と
な
す
。
こ
れ
眼
た
だ
み
づ
か
ら
お
の
が
縁

を
行
じ
て
他
縁
を
行
ぜ
ず
。
事
別
な
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
な
り
。
耳
・
鼻
等
の
界
も
ま
た
か

く
の
ご
と
し
。「
諸
仏
如
来
は
こ
れ
法
界
身
な
り
」
と
い
ふ
は
、「
法
界
」
は
こ
れ
衆
生
の

心
法
な
り
。
心
よ
く
世
間
・
出
世
間
の
一
切
諸
法
を
生
ず
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
心
を
名

づ
け
て
法
界
と
な
す
。
法
界
よ
く
も
ろ
も
ろ
の
如
来
の
相
好
の
身
を
生
ず
。
ま
た
色
等
の
よ

く
眼
識
を
生
ず
る
が
ご
と
し
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
仏
身
を
法
界
身
と
名
づ
く
。
こ
の
身
、
他
の
縁

を
行
ぜ
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
「
一
切
衆
生
の
心
想
の
う
ち
に
入
る
」
と
な
り
。「
心
に
仏
を
想

ふ
時
、
こ
の
心
す
な
は
ち
こ
れ
三
十
二
相
・
八
十
随
形
好
な
り
」
と
い
ふ
は
、
衆
生
の
心
に

仏
を
想
ふ
時
に
当
り
て
、
仏
身
の
相
好
、
衆
生
の
心
中
に
顕
現
す
る
な
り
。
た
と
へ
ば
水
清

け
れ
ば
す
な
は
ち
色
像
現
ず
、
水
と
像
と
一
な
ら
ず
異
な
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
ゆ
ゑ
に
仏
の

相
好
の
身
す
な
は
ち
こ
れ
心
想
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。「
こ
の
心
作
仏
す
」
と
い
ふ
は
、
心

よ
く
仏
を
作
る
と
い
ふ
な
り
。「
こ
の
心
こ
れ
仏
」
と
い
ふ
は
、
心
の
ほ
か
に
仏
ま
し
ま
さ

ず
。
た
と
へ
ば
火
は
木
よ
り
出
で
て
、
火
、
木
を
離
る
る
こ
と
を
得
ず
。
木
を
離
れ
ざ
る
を

も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
す
な
は
ち
よ
く
木
を
焼
く
。
木
、
火
の
た
め
に
焼
か
れ
て
、
木
す
な
は
ち

火
と
な
る
が
ご
と
し
。「
諸
仏
正
遍
知
海
は
心
想
よ
り
生
ず
」
と
い
ふ
は
、「
正
遍
知
」
と

P

-
-83

は
真
正
に
法
界
の
ご
と
く
に
し
て
知
る
な
り
。
法
界
無
相
な
る
が
ゆ
ゑ
に
諸
仏
は
無
知
な
り
。

無
知
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
知
ら
ざ
る
は
な
し
。
無
知
に
し
て
知
る
は
こ
れ
正
遍
知
な
り
。
こ

の
知
、
深
広
に
し
て
測
量
す
べ
か
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
海
に
譬
ふ
。

Ｑ

「
諸
仏
如
来
是
法
界
身
、
入
一
切
衆
生
心
想
中
」
の
文
意
如
何
。

Ａ

仏
身
の
相
好
身
は
衆
生
の
心
想
・
意
識
界
の
み
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
な
身
業
功
徳
で
あ
る
こ
と
。

Ｑ

「
法
界
」
と
は
？

Ａ

「
衆
生
の
心
法
」

Ｑ

衆
生
の
心
と
法
の
関
係
如
何

Ａ

心
は
一
切
諸
法
を
生
ず
る
。

Ｑ

一
切
諸
法
と
は
如
何
。

Ａ

す
べ
て
の
存
在
。

Ｑ

す
べ
て
の
存
在
を
何
に
よ
っ
て
認
識
す
る
の
か
？
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Ａ

眼
耳
鼻
舌
身
意
の
六
根
（
知
覚
機
能
）
六
識
（
認
識
主
体
）。

Ｑ

そ
れ
ぞ
れ
の
認
識
対
象
は
何
？

Ａ

色
声
香
味
触
法
。

Ｑ

法
境
を
認
識
す
る
根
・
識
は
何
か

Ａ

意
根
意
識
。

Ｑ

論
註
の
文
「
界
を
事
別
と
名
づ
く
」
文
意
如
何
。

Ａ

界
の
字
義
は
「
境
界
」
と
い
う
よ
う
に
、
区
切
り
を
付
け
て
分
け
た
さ
か
い
を
あ
ら
わ
す
。
眼
界
に
は
色

が
認
識
対
象
で
あ
る
様
に
、
眼
耳
鼻
舌
身
意
の
そ
れ
ぞ
れ
に
色
声
香
味
触
法
が
認
識
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
対
応
関
係
が
入
り
混
ざ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
「
事
別
」
と
云
い
、「
他
の
縁
を
行
ぜ
ず
」
と
云
っ
て
い
る
。

Ｑ

「
身
」
と
は
？

Ａ

「
仏
の
相
好
の
身
」

Ｑ

論
註
の
文
「
身
を
集
成
と
名
づ
く
」
の
文
意
如
何
。

Ａ

身
は
集
ま
り
成
っ
た
も
の
。

Ｑ

何
が
集
ま
っ
た
の
か
。

Ａ

人
の
身
は
眼
根
な
ど
多
法
の
集
ま
っ
た
所
を
身
根
と
い
う
。

『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
第
三
本
（
Ｔ
４
５
．
２
９
８
ｂ
）

「
身
者
積
聚
義
。
依
止
義
。
雖
諸
根
大
造
竝
皆
積
集
。
身
根
爲
彼
多
法
依
止
。
積
集
其
中
。
獨
得
身

稱
。」

（
身
と
は
積
聚
の
義
。
依
止
の
義
な
り
。
諸
根
の
大
と
造
と
は
並
に
皆
積
集
な
り
と
雖
も
、
身
根
は
彼

の
多
法
の
依
止
と
な
り
。
其
の
中
に
積
集
す
れ
ば
独
り
身
の
称
を
得
。
）

Ｑ

仏
身
は
何
が
集
ま
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ

観
経
で
は
「
三
十
二
相
・
八
十
随
形
好
」
と
い
い
、
論
註
で
は
「
荘
厳
身
業
功
徳
成
就
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
功
徳
（
す
ば
ら
し
さ
）
が
集
ま
っ
て
成
っ
て
お
る
の
が
仏
身
で
あ
る
。

Ｑ

「
入
一
切
衆
生
心
想
中
」
は
ど
う
い
う
状
況
か
。

Ａ

仏
の
相
好
功
徳
が
、
衆
生
の
観
相
心
の
み
に
は
た
ら
く
こ
と
を
い
う
。

Ｑ

「
心
想
仏
時
、
是
心
即
是
三
十
二
相
八
十
随
形
好
。」
の
文
意
如
何
。

Ａ

仏
の
相
好
身
と
衆
生
の
心
想
が
不
一
に
し
て
不
異
。

Ｑ

不
一
に
し
て
不
異
と
は
解
し
が
た
し
。

Ａ

清
い
水
面
に
色
像
が
映
る
と
き
、
そ
の
像
と
水
と
は
一
つ
で
は
な
い
が
異
な
ら
な
い
。

Ｑ

「
是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
」
の
文
意
如
何
。

Ａ

心
が
仏
を
作
り
、
心
が
仏
に
な
る
こ
と
を
木
と
火
の
譬
を
も
っ
て
示
さ
れ
る
。

Ｑ

木
と
火
は
何
を
指
す
か
。

Ａ

木
が
衆
生
の
心
想
、
火
が
仏
の
相
好
。

Ｑ

木
と
火
の
譬
え
に
当
て
は
め
て
説
明
せ
よ
。

Ａ

仏
身
は
衆
生
の
心
想
よ
り
出
で
て
、
仏
は
衆
生
を
離
れ
な
い
。
火
が
木
を
離
れ
ず
焼
い
て
、
木
が
火
と
な

る
様
に
、
衆
生
の
心
が
仏
と
な
る
。
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四
、
無
相
離
念
と
立
相
住
心

(

「
定
善
義
」
の
説
示
と
、
宗
祖
の
観
経
隠
顕
釈)

諸
師
の
無
相
離
念

Ｑ

出
拠
の
文
を
読
め
。

Ａ『
定
善
義
』
第
八
像
観

(

（『
聖
典
全
書
』
一
巻745

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇432

頁
）

今
此
観
門
、
等
唯
指
方
立
相
、
住
心
而
取
境
。
総
不
明
無
相
離
念

ま
た
い
ま
こ
の
観
門
は
等
し
く
た
だ
方
を
指
し
相
を
立
て
て
、
心
を
住
め
て
境
を
取
ら
し
む
。
総
じ

て
無
相
離
念
を
明
か
さ
ず
。

Ｑ

無
相
離
念
と
は
？

Ａ

法
界
身

無
相
の
法
身
、
法
界
真
如
の
理

是
心
作
仏
是
心
是
仏

自
性
清
浄
心
、
即
ち
仏
性
を
体
得
す
る
観
法

是
心
作
仏

衆
生
心
が
理
仏
を
具
え
て
そ
の
ま
ま
仏
と
な
る
こ
と

是
心
是
仏

衆
生
心
そ
の
ま
ま
仏
と
な
る
な
ら
ば
、
心
の
他
に
仏
は
な
い

浄
影
寺
慧
遠
『
観
経
義
疏
』

聖
典
セ
ミ
ナ
ー
『
観
経
』

（
Ｔ
三
七
巻180

頁
）

梯
實
圓
和
上182

頁

是
心
作
仏

始
学
名
作

ど
ん
な
に
濁
っ
て
い
て
も
水
の
本
体
は
清
浄
な
わ
け
で

己
の
当
果
に
望
ん
で

す
か
ら
、
浄
化
さ
え
す
れ
ば
本
来
の
症
状
を
回
復
す
る

彼
に
生
ず
る
を
観
ず
る

よ
う
に
、
懺
悔
し
、
滅
罪
し
て
、
観
仏
の
修
行
を
お
こ

由
っ
て
心
作
仏
と
名
く
。

な
え
ば
、
心
の
濁
り
が
浄
化
さ
れ
、
心
は
本
来
の
清
浄

な
法
身
に
か
え
る

是
心
是
仏

終
成
即
是

法
身
と
は
、
仏
の
無
分
別
智
に
よ
っ
て
悟
ら
れ
て
い
る

諸
仏
法
身
と
己
と
は
同
体
を
現
ず
。

不
生
不
滅
の
法
（
真
如
・
法
性
）
の
こ
と
で
、
衆
生
の

仏
を
観
ず
る
時
、
心
中
に
現
ず
る
は

煩
悩
の
心
も
、
そ
の
本
性
は
清
浄
な
法
身
真
如
そ
の
も

即
是
諸
仏
法
身
の
体

の
で
あ
る

嘉
祥
寺
吉
蔵
『
観
経
義
疏
』

聖
典
セ
ミ
ナ
ー
『
観
経
』
梯
實
圓
和
上182

頁

（
Ｔ
三
七
巻243

）

法
身
佛
者
文
云
如
來
是
法
界
身
。
即
是
法
身
。

法
界
身
と
は
仏
の
法
身
の
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
て
い
ま

一
切
皆
是
法
界
一
切
皆
是
法
身
。
故
前
作
此
想
也
。
す
か
ら
、基
本
的
に
は
慧
遠
大
師
と
同
じ
考
え
で
し
た
。

次
云
是
心
即
是
三
十
二
相
八
十
種
好
。

是
心
作
佛
是
心
是
佛
。
凡
有
三
是
。
所
以
明
三

是
者
。
明
此
三
是
義
足

是
心
即
是
。
三
十
二
相
即
是
應
身
。

是
心
是
佛
即
是
法
身
。

是
心
作
佛
即
明
二
身
因
也
。
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聖
典
セ
ミ
ナ
ー
『
観
経
』
梯
實
圓
和
上182

頁

い
ず
れ
に
し
て
も
、
法
界
身
と
は
諸
仏
の
本
性
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
切
の
衆
生
の
心
の
本
性
で
も
あ
る
「
真

如
・
法
性
」
そ
の
も
の
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
仏
の
が
わ
で
い
え
ば
、
法
身
と
い
い
、
衆
生
の
う
え
で
い
え
ば
、

心
の
本
性
で
あ
る
本
来
清
浄
な
仏
性
（
如
来
蔵
）
の
こ
と
で
あ
る
、
と
解
釈
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う
考

え
方
は
中
国
で
も
日
本
で
も
広
く
行
わ
れ
、
阿
弥
陀
仏
と
い
っ
て
も
浄
土
と
い
っ
て
も
我
が
心
の
本
性
を
い
う

の
で
、
本
来
我
が
心
の
中
に
あ
る
と
い
い
、、「
唯
心
の
弥
陀
」
と
か
「
己
心
の
浄
土
」
な
ど
と
主
張
し
た
も
の

で
し
た
。

Ｑ

浄
影
の
法
界
身
義
所
顕
如
何

Ａ

１
．
修
行
の
重
要
性

懺
悔
し
観
仏
の
修
行
す
れ
ば
、
浄
化
さ
れ
て
本
来
の
清
浄
法
身
と
な
る

２
．
観
に
よ
っ
て
仏
果
を
完
成
す
る
必
然
性

行
者
は
仏
道
成
就
へ
の
確
信
を
持
っ
て
修
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

善
導
大
師
の
立
相
住
心

Ｑ

善
導
大
師
の
観
経
十
六
観
の
扱
い
方
如
何
。

Ａ

前
十
三
観
は
定
善
。
後
の
三
観
は
散
善
を
あ
か
す
。

Ｑ

十
六
観
法
は
誰
の
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
か
。

Ａ

未
来
世
一
切
の
常
没
の
衆
生
。

「
玄
義
分
」
和
会
門

出
文
顕
証

（『
聖
典
全
書
』
一
巻671

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇321

頁
）

如
来
こ
の
十
六
観
の
法
を
説
き
た
ま
ふ
は
、
た
だ
常
没
の
衆
生
の
た
め
に
し
て
、
大
小
の
聖
の
た
め

に
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
を
証
明
す
。

Ｑ

常
没
の
衆
生
に
観
想
が
で
き
る
わ
け
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。

Ａ

し
か
り
。
無
色
無
形
の
法
身
を
観
想
す
る
こ
と
は
凡
夫
に
不
可
能
で
あ
る
。
ゆ
え
に
指
方
立
相
の
観
を
与

え
た
の
だ
。

Ｑ

指
方
と
は
？

Ａ

西
方
と
い
う
方
処
を
釈
尊
は
指
示
し
阿
弥
陀
仏
は
指
定
さ
れ
た
。

Ｑ

立
相
と
は
？

Ａ

弁
立
・
相
状
と
い
う
こ
と
で
、
有
相
の
浄
土
の
荘
厳
相
、
仏
の
三
十
二
相
を
説
き
示
し
た
こ
と
。

Ｑ

な
ぜ
有
相
を
示
す
の
か
？

Ａ

常
没
の
衆
生
に
浄
土
や
如
来
を
知
ら
せ
、
往
生
を
願
わ
せ
る
た
め
。

（
定
善
義
像
観
一
、
五
一
九
）

今
此
の
観
門
は
等
し
く
唯
だ
方
を
指
し
相
を
立
て
て
、
心
を
住
せ
し
め
て
境
を
取
ら
し
む
。

「
定
善
義
」

法
界
身
の
釈
名

Ｑ

法
界
身
の
釈
名
如
何
。

Ａ

法
界

所
化
の
境

衆
生
界

（
法
界
を
意
識
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
転
じ
た
）

身

能
化
の
身

諸
仏
の
身
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法
界
身

衆
生
界
を
化
益
す
る
仏
身

「
定
善
義
」

入
一
切
衆
生
心
想
中
と
真
身
観
三
縁
と
の
関
係

Ｑ

「
諸
仏
如
来
」
よ
り
下
「
心
想
中
」
の
所
顕
は
？

Ａ

ま
さ
し
く
諸
仏
の
大
慈
、
心
に
応
じ
て

す
な
は
ち
現
じ
た
ま
ふ
こ
と
を
明
か
す

Ｑ

ど
う
し
て
心
に
現
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

Ａ

諸
仏
如
来
は
法
界
身
だ
か
ら
で
す
。

Ｑ

法
界
身
だ
っ
た
ら
ど
う
し
て
「
心
の
う
ち
に
入
り
て
現
」
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

Ａ

法
界
身
に
は

心
遍

身
遍

無
障
碍
遍

の
義
が
あ
る
か
ら
。

Ｑ

説
明
せ
よ
。
仏
身
が
衆
生
界
を
化
益
す
る
模
様
如
何
。

Ａ

心
遍
身
遍
無
障
碍
遍
。

心

大
悲
心

御
心
が
十
方
一
切
の
上
に
普
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る

身

無
量
功
徳
身

如
来
は
心
身
一
如
な
の
で
、
心
の
遍
ず
る
所
、
身
も
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る

無
障
碍

遍
じ
方

救
済
活
動
さ
れ
る
の
に
何
の
さ
わ
り
も
な
い

Ｑ

「
入
一
切
衆
生
心
想
中
」
の
文
意
如
何
。

Ａ

仏
身
が
心
も
身
も
障
り
な
く
遍
満
し
て
い
る
か
ら
、
衆
生
が
心
に
仏
を
想
う
時
、
三
十
二
相
八
十
随
形
好

を
現
し
て
下
さ
る
。

Ｑ

法
界
身
は
観
想
す
る
衆
生
の
み
に
遍
満
し
、
感
得
し
う
る
の
か
？

Ａ

観
想
に
堪
え
ら
れ
な
い
衆
生
に
も
心
遍
身
遍
無
障
碍
遍
と
い
う
は
た
ら
き
が
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
。

Ｑ

遍
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
の
は
ど
ん
な
心
か

Ａ

念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
と
い
う
大
慈
悲
心
。

Ｑ

な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
が
い
え
る
か
。

Ａ

「
心
遍
身
遍
無
障
碍
遍
」
は
真
身
観
の
摂
取
の
三
縁
と
同
じ
内
容
で
対
応
し
て
い
る
。

親
縁

衆
生
憶
念
す
れ
ば
仏
も
憶
念

近
縁

御
身
が
目
前
に
現
ず
る

増
上
縁

諸
邪
業
繋
も
よ
く
礙
ふ
る
も
の
な
し

Ｑ

法
界
身
釈
の
所
顕
如
何

Ａ

念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
と
い
う
仏
身
の
は
た
ら
き
を
あ
ら
わ
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
に
衆
生
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
の
か
？

Ａ

念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
。
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平
成
五
年
専
精
舎
論
題
「
彼
此
三
業
」
判
決
よ
り

義
相①

『
定
善
義
』
の
親
縁
釈
の
意
味

『
定
善
義
』
に
『
観
経
』
真
身
観
の
「
念
佛
衆
生
摂
取
不
捨
」
の
い
わ
れ
を
あ
ら
わ
す
に
つ
い
て
、
念
佛

の
衆
生
の
み
が
「
摂
取
」
の
益
を
こ
う
む
る
の
は
、
念
佛
者
と
阿
弥
陀
佛
と
の
間
に
は
親
縁
、
近
縁
、
増

上
縁
と
い
わ
れ
る
特
別
な
関
係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
い
、
そ
の
親
縁
を
釈
し
て
、
彼
此
の
三
業
の

不
離
を
明
か
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
念
佛
の
衆
生
は
、
身
口
意
の
三
業
を
も
っ
て
、
常
に
佛
を
称
・
礼
・
念

す
る
が
、
佛
は
そ
れ
に
応
じ
て
常
に
聞
・
見
・
知
し
た
ま
い
、
生
佛
の
三
業
が
不
離
の
関
係
に
あ
る
こ
と

を
摂
取
不
捨
と
い
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
衆
生
の
称
・
礼
・
念
は
、
佛
の
大
悲
を
憶
念
す
る
信
心
に
統
べ
ら
れ
、
如
来
の
聞
・
見
・
知

は
、
衆
生
を
愍
念
し
憶
念
す
る
大
悲
心
に
統
べ
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
「
衆
生
憶$

念
佛#

者
佛
亦
憶$

念
衆
生#

」
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
衆
生
の
称
・
礼
・
念
は
、
佛
の
大
悲
心
を
憶
念
す
る
信

心
か
ら
顕
発
す
る
相
続
の
起
行
で
あ
っ
て
、
か
か
る
衆
生
を
大
悲
心
を
も
っ
て
憶
念
し
つ
つ
聞
・
見
・
知

し
て
い
か
れ
る
の
が
阿
弥
陀
佛
で
あ
る
か
ら
、
念
佛
の
衆
生
と
阿
弥
陀
佛
と
は
「
彼
此
三
業
不$

相
捨

離#

」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
親
昵
な
る
関
係
に
あ
る
こ
と
を
「
念
佛
衆
生
摂
取
不
捨
」
と
い
う
の
で
あ

る
。な

お
こ
の
摂
取
の
三
縁
釈
は
、
像
観
初
め
の
法
界
身
釈
の
心
遍
、
身
遍
、
無
障
碍
遍
の
三
遍
の
義
と

順
次
に
対
応
し
て
お
り
、
親
縁
は
第
一
の
心
遍
の
義
を
開
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
親
縁
釈
は
『
選

択
集
』
二
行
章
の
親
疎
対
の
釈
下
に
引
釈
さ
れ
る
が
今
は
略
す
る
。
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「
化
身
土
巻
」

観
門
の
扱
い

Ｑ

善
導
大
師
は
観
門
に
つ
い
て
、
無
相
離
念
に
あ
ら
ず
、
指
方
立
相
住
心
な
り
と
示
さ
れ
た
。

宗
祖
は
ど
う
い
う
扱
い
か
？

Ａ

無
相
離
念
も
指
方
立
相
住
心
も
常
没
の
凡
愚
に
は
不
堪
の
方
便
法
で
あ
る
。

「
化
身
土
文
類
」
三
経
隠
顕
（『
聖
典
全
書
』
二
巻
頁
）（『
註
釈
版
』393

頁
）

（
機
の
堪
不
堪
）

【34

】
宗
師
（
善
導
）
の
意
に
よ
る
に
、「
心
に
よ
り
て
勝
行
を
起
せ
り
。
門
八
万
四
千
に
余
れ
り
。

漸
・
頓
す
な
は
ち
お
の
お
の
所
宜
に
称
へ
り
。
縁
に
随
ふ
も
の
す
な
は
ち
み
な
解
脱
を
蒙
る
」（
玄

か
な

義
分
）
と
い
へ
り
。
し
か
る
に

常
没
の
凡
愚
、

定
心
修
し
が
た
し
、
息
慮
凝
心
の
ゆ
ゑ
に
。

散
心
行
じ
が
た
し
、
廃
悪
修
善
の
ゆ
ゑ
に
。

こ
こ
を
も
つ
て
立
相
住
心
な
ほ
成
じ
が
た
き
が
ゆ
ゑ
に
、

「
た
と
ひ
千
年
の
寿
を
尽
す
と
も
、
法
眼
い
ま
だ
か
つ
て
開
け
ず
」（
定
善
義
）
と
い
へ
り
。

い
か
に
い
は
ん
や

無
相
離
念
ま
こ
と
に
獲
が
た
し
。

ゆ
ゑ
に
、「
如
来
は
る
か
に
末
代
罪
濁
の
凡
夫
を
知
ろ
し
め
し
て
、

相
を
立
て
心
を
住
す
と
も
、
な
ほ
得
る
こ
と
あ
た
は
じ
と
。
い
か
に
い
は
ん
や
、
相
を
離
れ
て
事
を

求
め
ば
、
術
通
な
き
人
の
空
に
居
て
舎
を
立
て
ん
が
ご
と
き
な
り
」（
同
）
と
い
へ
り
。

（
法
の
権
実
）

「
門
余
」
と
い
ふ
は
、「
門
」
は
す
な
は
ち
八
万
四
千
の
仮
門
な
り
、「
余
」
は
す
な
は
ち
本
願
一
乗

海
な
り
。

Ｑ

本
願
一
乗
海
に
入
っ
た
上
で
観
門
を
見
直
せ
ば
、
念
仏
を
開
い
た
観
門
と
な
ら
な
い
か
？

観
門
を
行
ず
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
念
仏
を
行
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
？

Ａ

開
会
に
あ
ら
ず
。
廃
立
で
あ
る
。

以
上
。
何
か
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

〒
五
九
九
—
八
一
二
五

大
阪
府
堺
市
東
区
西
野
５
２
１

旭
照
寺

山
上
正
尊

senjakuhongan@
gm
ail.com



- 27 -

東
海
か
ら
行
け
そ
う
な
領
解
文
学
習
会

【
岐
阜
】5/18
領
解
文
に
学
ぶ

■
日
時
：5/18

（
木
）15:00

～17

■
会
場
：
本
願
寺
岐
阜
別
院
（
地
図
）

■
講
師
：
武
田
一
真
和
上

■
参
加
費
：
喜
捨

■
問
合
せ
：
圓
勝
寺

info@
ensyoji.jp

【
三
重
】6/22

「
新
し
い
領
解
文
」
に
つ
い
て

■
日
時
：6/22

（
木
）13:30

～16:30

■
会
場
：
朝
明
組
光
輪
寺
（
地
図
）

■
講
師
：
内
藤
昭
文
和
上
・
安
藤
光
慈
和
上

■
参
加
費
：
同
行
・
他
組1,000

円

■
お
問
合
せ
：m

uneaki@
m
2.cty

-net.ne.jp

※
申
込
み
締
切
り5/31

（
水
）

東
海
教
区
朝
明
組
＋
桑
名
組
合
同
研
修
会

【
大
阪
】6/26

新
・
領
解
文
を
学
ぶ

■
日
時
：6/26(

月)15:00

■
会
場
：
蓮
浄
寺
（
地
図
）

■
講
師
：
山
上
正
尊
師

■
参
加
費

500

円
／
定
員10

名

■
主
催
：
大
阪
教
区
河
中
南
組

>
>

申
込
み
フ
ォ
ー
ム

https://form
s.gle/m

w
M
ns1D

urL
H
JkxG

r8

【
愛
知
】9/6

『
領
解
文
』
を
学
ぶ

－
東
海
教
区
額
田
組
仏
教
講
習
会
－

■
日
程
：9/6

（
水
）7

（
木
）

09:30

《
僧
侶
対
象
研
修
会
》

13:00

《
門
信
徒
講
習
会
》

■
会
場
：
本
願
寺
三
河
別
院
（
地
図
）

■
講
師
：
山
上
正
尊
師

■
申
込
み
：
不
要

■
会
費
：
任
意
の
懇
志

■
問
い
合
わ
せ
先

高
梨
顕
浄

kokokusan.seirinji@
gm
ail.com

■
主
催
：
東
海
教
区
額
田
組


